
宣 言 日 令和６年　　5月　　17日

住 所 埼玉県さいたま市見沼区大字丸ケ崎1111 ブライトントロワ102

県 内 企 業 等 の 名 称 将建塗装

代表者役職 氏名 代表　池田 大将

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

埼玉県内における売上を増やす。
＜（現状値）20２３年の数値＞
総売上に対する埼玉県内施工の売上率：
70％

＜2030年に向けた指標＞

90%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

80%

働き方改革の推進を推進する。
＜（現状値）20２３年の数値＞
①年間休日：115日/年
②拘束時間：約10.5時間/日

＜2030年に向けた指標＞

①120日以上/年　②9時間以下/日

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①115日以上/年　②10時間以下/日

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2023年比　50％削減・100％使用(維持)　②60％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2023年比  40％削減・100％使用(維持)　②50％以上

電子化による紙の削減・再生紙の利用及
び環境に配慮した塗料の使用を行う。
＜（現状値）20２３年の数値＞
①コピー用紙使用枚数：200枚/年(うち
再生紙利用率100％)
②環境に配慮した塗料の使用率：50％(約
1,875kg/3,750kg)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

弊社の経営理念である「想いを行動に、予想以上の喜びと想像以上の感動を。理想の想いを現実に。」
に基づき行動します。法令遵守を徹底し、またルールやマナーを守り、お客様だけでなく地域や環境に
配慮しながら対策を考え行動し、責任の持てる素材、品質、徹底した施工を心がけることで社会貢献し
たいと考えております。弊社の持てる役割を果たしていくことでSDGsの達成に貢献していきます。

将建塗装

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　4月　25日

住 所 秩父郡小鹿野町両神薄2703番地

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社リテラ

代表者役職 氏名 代表取締役社長　秋山 博之

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年比　7％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2023年比　3％削減

溶解炉の更新や補修、待機電力の削減等
に取り組むことで、CO2排出量の削減を
図る。
＜（現状値）20２３年の数値＞
CO2排出量：10,921t-CO2／年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は「環境エネルギー方針」に基づき行動し、地域社会の発展に貢献する。この考え方は持続可能な
開発目標(SDGs)と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むこ
とにより、SDGsの達成に貢献していく。

株式会社リテラ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

社会貢献活動の一環として、外国人技能実
習生の受入を推進する。
＜（現状値）20２３年の数値＞
外国人技能実習生受入：在籍者37名

＜2030年に向けた指標＞

在籍者53名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

在籍者45名

経済

働き方改革の推進として、超過労働時間の
削減し、年次有給休暇取得を推進する。ま
た、高齢者雇用安定法の順守を図る。
＜（現状値）20２３年の数値＞
①平均時間外労働時間：33時間/月
②平均年次有給休暇取得日数：9日/年
③定年：65歳

＜2030年に向けた指標＞

①10時間/月  ②20日/年  ③70歳まで雇用制度

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①30時間/月  ②10日/年  ③70歳まで雇用制度



宣 言 日 令和６年　5月10日

住 所 埼玉県川越市芳野台二丁目８番３６号

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社ＣＲＳ埼玉

代表者役職 氏名 代表取締役　加藤 一臣

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

経済

新車では無く、既生産車のレンタルで調達した場
合、１台の自動車生産時に排出される約５トンのＣ
Ｏ2が排出されずに済むため、レンタカー(お仕事ぐ
るま.com)の事業を拡大する。
＜（現状値）20２３年の数値＞
レンタカー：35ﾕｰｻﾞｰ稼働/年 ≒ 176t抑制/年 の
貢献

＜2030年に向けた指標＞

80ﾕｰｻﾞ/年　≒　400t抑制/年 の貢献

＜取組開始３年後に向けた指標＞

54ﾕｰｻﾞ/年　≒　270t抑制/年 の貢献

社会

企業体質強化のため、女性管理職数を増加さ
せる。
＜（現状値）20２３年の数値＞
女性管理職数：1名/19名

＜2030年に向けた指標＞

４名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

２名

(様式第２号)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

株式会社ＣＲＳ埼玉

取組方針を下記のとおり宣言します。

記

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

　私たちは、自動車リサイクルを通じて役目を終えた”過去の自動車"から、”未来”の社会に向け、再び活
躍する"価値ある素材”を生み出す事を使命としており、日々の活動そのものがSDGsのゴールに”直結”
しています。
　私たちのSDGsターゲットは、国際社会で取り組む共通の目標です。全社員が一丸となり、またグロー
バルなパートナーシップで、SDGsゴールの達成に向けて、さらにチャレンジを続けていきます。

指　標

環境

自動車リサイクル部品の主要10部品の販売
に重点的に取り組み、CO2削減量を積み上
げて行く。
＜(現状値)2023年の数値＞
①自動車リサイクル部品販売数：19,590点/
年
②CO2排出量：700ｔ削減

＜2030年に向けた指標＞

①21,000点/年　②750ｔ削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①20,160点/年　②720ｔ削減



宣 言 日 令和6年5月9日

住 所 埼玉県さいたま市浦和区常盤2-9-10

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社あすなろホーム

代表者役職 氏名 代表取締役　長谷川 充

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

100%

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

90%

エネルギー使用量の削減の為、照明設備を
LEDに変更する。
＜（現状値）2023年の数値＞
LED割合：60％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

株式会社あすなろホームは、施設理念「地域の中で信頼され、ふれあいの出来る施設づくり」に基づき
行動し、認知症の方を地域社会の中で支えていくことに貢献します。この考え方は持続可能な開発目
標（SDGs）と同じ方向を目指すものであり、職員一人ひとりが、誠実に事業活動に取り組むことによ
り、SDGsの達成に貢献していきます。

株式会社あすなろホーム

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

新卒採用などの活動範囲を広め、介護に
携わる若い人財の担い手を増やす。
＜（現状値）2023年の数値＞
平均年齢（全体）：53.6歳
（男性3割53.5歳、女性7割53.6歳）

＜2030年に向けた指標＞

46歳

＜取組開始３年後に向けた指標＞

50歳

経済

ワークライフバランス向上のため、有給休
暇の取得率を高める。
＜（現状値）2023年の数値＞
有給休暇取得率：5割

＜2030年に向けた指標＞

6割

＜取組開始３年後に向けた指標＞

5.5割



宣 言 日 令和６年　　7月　　3日

住 所 埼玉県北葛飾郡杉戸町杉戸851

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社栗原建設工業

代表者役職 氏名 代表取締役社長　栗原 偉憲

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な人材が活躍できる職場づくりを推
進する。
＜（現状値）2023年の数値＞
①女性の管理職割合：10％（2人/15人）
②高齢者の雇用比率：20％（3人/15人）

＜2030年に向けた指標＞

①30％　②50％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①15％　②３0％

社員参加型・地域社会貢献活動推進とし
て、彩の国ロードサポート制度、川の国応
援団制度における活動を行っている。
＜（現状値）202３年の数値＞
①ロードサポート：2回/年・のべ20人参加
②リバーサポート：3回/年・のべ30人参加

＜2030年に向けた指標＞

①4回/年・のべ40人　②4回/年・のべ40人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①3回/年・のべ30人　②3回/年・のべ30人

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2020年比　30％削減　②30％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2020年比　10％削減　②10％

エネルギー使用量の削減及び再生可能エ
ネルギーの利用率向上を図る。
<（現状値）2023年数値＞
①エネルギー使用量：5,893ｋｗｈ(2020
年:6,204kw)
②再生可能エネルギー利用率：5％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の経営理念である「地域発展の礎となる」に基づき行動し、地域社会発展に貢献する。この考え方
は持続可能な開発目標（SDGs）と同じ方向を目指すものである、社員一人ひとりが誠実に事業活動に
取り組むことにより、SDGs達成に貢献していく。

株式会社栗原建設工業

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　4　月　30　日

住 所 埼玉県さいたま市中央区円阿弥6丁目3-2

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社システム企画

代表者役職 氏名 代表取締役　清水 明仁

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

40%(4台/10台)

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

30%(3台/10台)

温室効果ガス（CO2）削減のため、再生可
能エネルギーの最大限の利用を目指す。ま
た、達成可能な具体的数値目標を設定し、
目標に向け改善を行っていく。
＜（現状値）2023年の数値＞
環境配慮型車両率：20%(2台/10台)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

当社は経営理念である「高い品質の商品とサービスを提供し、お客様に貢献する。」に基づき行動し、地
域社会の発展に貢献する。この考え方は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）と同じ方向を目指すものであ
り、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していく。

株式会社システム企画

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

地域イベント等(ゴミ拾い)等の社会貢献活
動を推進する。
＜（現状値）2023年の数値＞
地域イベント等開催：2回/年

＜2030年に向けた指標＞

4回/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

3回/年

経済

働き甲斐のある会社にするため、他社の協
力も得ながら、社員全員で多様な人材が
活躍できるよう変革を行っていく。
＜（現状値）2023年の数値＞
女性管理職比率:29%(2人/7人)

＜2030年に向けた指標＞

35%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

30%



宣 言 日 令和６年　7月　9日

住 所 埼玉県所沢市南永井578-1

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社タイセイリサイクル

代表者役職 氏名 代表取締役　千田 英浩

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

経済
「人財」を大切に正社員を積極採用する。
＜（現状値）2023年の数値＞
正社員数：25人

＜2030年に向けた指標＞

40人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

25人

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

95%

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

95%

手選別による仕分けを実施する。(木くず、金属
くずは再生利用。がれき類・ガラス陶磁器くず、
廃石膏ボードは再生施設へ処分委託）
＜（現状値）2023年の数値＞
リサイクル率：95％
※宣言当初の目標値に達成しているため、今後
も維持に努める

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

「整理整頓」をモットーとし、資源循環型社会の構築に貢献。環境関連法規を遵守し、環境保全活動に積
極的に取り組み、CO2排出量削減の為に、全車両がエコドライブを実施し受託した産業廃棄物の選別
を徹底しリサイクル率向上に努めます。

株式会社タイセイリサイクル

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

多種多様な人材雇用を推進する。
＜（現状値）2023年の数値＞
高齢者の雇用比率：20％
※宣言当初の目標値に達成しているため、
今後も維持に努める

＜2030年に向けた指標＞

20%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

20%



宣 言 日 令和６年　5月    21日

住 所 埼玉県熊谷市久下４－１４１

県 内 企 業 等 の 名 称 埼玉縣信用金庫

代表者役職 氏名 理事長　池田　啓一

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2015年度比　22%削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2015年度比　18%削減

ＣＯ２削減の一環として使用電力量を削減
する。
＜現状値：2023年の数値＞
電力使用量：7,233,488Kwh
＜参考＞
（2015年度現状値：9,113,700Kwh）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当金庫の経営理念「さいしん理念」および長期ビジョン「埼玉に生きる人誰もが生き生きと活躍できる
社会の実現」はＳＤＧｓの趣旨と合致するものです。
当金庫は、経営理念、長期ビジョンの実現に向けた様々な取組みを通じてＳＤＧｓの達成に取り組んで
まいります。

埼玉縣信用金庫

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

まちづくり事業への支援に向け、「さいし
んまちづくりファンド」を通じ地域の課題
解決に貢献する。
＜現状値：20２３年の数値＞
さいしんまちづくりファンドでの支援：７件

＜2030年に向けた指標＞

20件

＜取組開始３年後に向けた指標＞

14件

経済

多様な働き方を推進すべく、女性役席者*
比率向上を図る
＜現状値202３年の数値＞
女性役席者比率：21.98%
＊女性役席者：管理職一つ下の職位（代
理）

＜2030年に向けた指標＞

30%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

25%



宣 言 日 令和６年　５月　７日

住 所 埼玉県越谷市越ケ谷１-３-１４

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社WILL PROCEED

代表者役職 氏名 代表取締役社長　大森 路志

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載して
ください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年比　50％増加

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2023年比　２０％増加

環境性に優れた高効率器具の普及を推奨
しエネルギー使用量の削減を図る。
＜(現状値)2023年の数値＞
高効率器具の普及：５５台/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は経営理念である「変化し続ける時代に快適な生活環境づくり」に基づき、ライフライン（電気、ガス）
サービス及び商材を主軸とし環境性に配慮した事業に取り組みます。また、企業運営や人材育成にも働き
やすさや快適さを追求し続けていきます。この考え方は持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を示す
ものであり社員一人一人が当事者意識を持ちＳＤＧｓを認識し、自発的行動を伴うことで17のゴールの達
成に貢献していきます。

株式会社 WILL PROCEED

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

ジェンダー平等や多様な働き方推進のた
め、女性を役職者に積極的に登用する。
＜(現状値)2023年の数値＞
女性役職者：３名/７名

＜2030年に向けた指標＞

５名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

４名

経済

社会問題の解決に資する事業を開設す
る。
＜(現状値)2023年の数値＞
ライフライン(ガス・電気)に関するコスト削
減による地域発展と環境負荷低減に資す
る事業：１件（ガス供給の切替えおよび提
案営業）

＜2030年に向けた指標＞

社会問題の解決に資する事業を新規で２件立ち上げる

＜取組開始３年後に向けた指標＞

社会問題の解決に資する事業を新規で１件立ち上げる



宣 言 日 令和６年　　5月　　21日

住 所 埼玉県北足立郡伊奈町本町2-314-101

県 内 企 業 等 の 名称 有限会社ライフ・サポート

代表者役職 氏名 代表取締役　湊 洋久

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

　　　

経済

多様な人材が差別やハラスメントによる問題を
抱えずに働くことができるよう社内体制を整え
るとともに風通しの良い職場環境を整え、相談
や意見がしやすい環境にする。
＜（現状値）2023年の数値＞
従業員年齢層比率（２０～４０代）：5％、（４０～６
０代）：33％、（６０～８０代）：62％

＜2030年に向けた指標＞

２０～４０代の雇用：２５％・高齢者雇用の継続

＜取組開始３年後に向けた指標＞

２０～４０代の雇用：15％・高齢者雇用の継続

ＩＴを用いて業務の効率化と従業員の年次有休暇
取得の推奨することで、ワーク・ライフ・バランス
の実現と向上を目指す。
＜（現状値）２０23年の数値＞
有給休暇取得率：13.8％
導入予定：勤怠管理システム、現場管理システム

＜2030年に向けた指標＞

50%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

30%

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

5

＜2030年に向けた指標＞

2020年比　20％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2020年比　15％削減

ごみを削減するために、紙媒体からIT等の
活用を増やし、コスト削減を図ることで環境
問題への貢献を図る。
＜（現状値）２０23年の数値＞
コピー用紙使用量：5,500枚
（参考２０２０年度:6,500枚）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は経営理念である「お客様から信頼される企業であり、お客様の最高の笑顔のために。」に基づき、
幅広い分野で清潔で安全な生活環境をサポートするプロ集団として行動し、地域社会の発展に貢献す
る。
この考え方は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実
に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していく。

有限会社ライフ・サポート

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　5月　20日

住 所 埼玉県狭山市入間川3174-5

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社　東光

代表者役職 氏名 代表取締役　浅野 光司

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2020年比　5％削減　②50％入替　③4,500ℓ/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2020年比　5％削減　②10％入替　③4,650ℓ/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は「取るより与えよ」をスローガンに掲げており、地域に貢献できる活動を行っていくことを
常に意識し業務に励むことで、社会の発展にも貢献していきます。この考え方は持続可能な開発目標
（SDGs）と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、
SDGsの達成に貢献していきます。

株式会社　東光

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

CO2排出削減のため電気使用量やガソリン使
用量などのエネルギー削減を推進する。
＜（現状値）2023年の数値＞
①電気使用量：25,790ｋｗｈ
②環境配慮型車両に入替え：1台/3台
③ガソリン使用量：4,650ℓ/年
（2020年電気使用量：26,160ｋｗｈ）

女性の役職者登用を進める。地域におい
て防災防犯活動を行う。
＜（現状値）2023年の数値＞
①女性役職者登用率：50％（1人/2人）
②防災防犯活動：0回/年のべ0人参加

経済

地域経済活性化に貢献するため、地元の
事業者との取引を増加させる。
＜（現状値）2023年の数値＞
地域取引事業者件数：12者

＜2030年に向けた指標＞

40者

＜取組開始３年後に向けた指標＞

20者

＜2030年に向けた指標＞

①50％　②4回/年・のべ8人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①50％　②3回/年・のべ6人



宣 言 日 令和６年 4 月 24 日

住 所 埼玉県蓮田市大字閏戸576-1

県 内 企 業 等 の 名 称 有限会社苅宿興業

代表者役職 氏名 代表取締役　苅宿 悠輝

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①100％継続　②2023年度比 10％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①100％継続　②2023年度比 5％削減

営業車をすべて環境配慮型車両にする。
DX化などによるペーパーレスに取り組む
＜(現状値)2023年の数値＞
①環境配慮型車両投入率：100％
②コピー用紙の使用枚数：35,000枚/年
（参考：2020年度　17,500枚（A4））
2021年度　本社業務の移転、2022年度 2F
事務所増設の為、使用枚数増加

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社はSDGｓに賛同し、社員のＳＤＧｓ取組への意識向上、環境保全を考えながらの事業活動、社会活
動を通じて、持続可能な社会の実現に貢献する取組を行います。

有限会社苅宿興業

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会
社員参加型の社会貢献活動を行う。
＜(現状値)2023年の数値＞
地域美化活動：2回/年・のべ11人参加

＜2030年に向けた指標＞

2回/年・のべ15人参加

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2回/年・のべ11人参加

経済

建設発生土を再利用するため、土砂の分別粒
度調整機械を導入し、作業時間を短縮する
＜(現状値)2023年の数値＞
　機械導入が遅れ、本格稼働が2024年度から
となった為、作業時間は変わらず200時間/年
（参考：2020年度　作業時間200時間）

＜2030年に向けた指標＞

2020年度比　50％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2020年度比　20％削減



宣 言 日 令和６年　　4月　　22日

住 所 埼玉県行田市長野3-23-1

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社マルブン

代表者役職 氏名 取締役所長　笹谷 和男

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

環境

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

弊社は経営理念である社是を基本に「安全、確実、無事故」の努力を続け、高い理想を掲げる中現状で
良しとせずに常に見直しの取り組みを行う、これこそが持続可能な（ＳＤＧｓ）と同じ方向を目指すもの
であり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していく。

株式会社　マルブン

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

＜2030年に向けた指標＞

①15％以上　②30％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

事務所・ミーティングルームにおける緑化
率を増加させる。また、環境負荷の少ない
商品を使用する。
＜（現状値）202３年の数値＞
①事務所内緑化目標進捗率：5％(1鉢
/20鉢)
②環境負荷の少ない商品の使用率：5％

社員参加型の社会貢献活動を推進する。
また、労働災害を起こさない会社を目指
す。
＜（現状値）202３年の数値＞
①地域の美化活動：1回/年・のべ25人参
加
②労働災害件数：０件

①10％　②10％

経済

＜2030年に向けた指標＞

①２０％　②3人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①10％　②2人

＜2030年に向けた指標＞

①4回/年・のべ100人　　②０件

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①2回/年・のべ50人　　②０件

ダイバーシティ採用の取組として、高齢者、
障がい者を積極的に雇用する。
<（現状値）202３年の数値＞
①60歳以上の高齢者の雇用率:10％（4
人/42人）
②障がい者雇用数:2人/４２人



宣 言 日 令和６年　5月　21日

住 所 埼玉県坂戸市千代田3-9-21

県 内 企 業 等 の 名 称 女子栄養大学

代表者役職 氏名 学長　香川 明夫

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

◆多様な働き方、女性の活躍推進
＜(現状値)2023年の数値＞
本学園事務職員の課長以上の役職者に占
める女性の割合：約3６％　（１３人/３６人）

＜2030年に向けた指標＞

40%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

38%

◆SDGｓに着目した社会連携活動の充実
社会連携活動の促進、取組結果の収集・整
理を行い、学園HP等で積極的に発信
＜(現状値)2023年の数値＞
「女子栄養大学×SDGｓ」として学園が取り
組むSDGｓの枠組みを発信：74件

＜2030年に向けた指標＞

発信数：100件以上

＜取組開始３年後に向けた指標＞

発信数：100件以上

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環
境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してく
ださい。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

10年間の取組をまとめた学園独自の食品ロス削減レシピ集の作成

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

70

◆食品ロス削減の推進
食品ロス削減レシピの作成又は提供
＜(現状値)2023年の数値＞
食品ロス削減レシピ数：５１

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

本学は、建学の精神「食により人間の健康の維持・改善を図る」に基づき、人々の健康のために貢献できる
人材を養成しています。SDGｓの17の目標が、いずれも「食」と深いかかわりにあることを意識し、企業や
自治体等との社会連携や教育・研究の面から、栄養学の実践を通して、17の目標に関連する取り組みを推
進することで、あらゆる人々の栄養改善と健康な暮らしの実現を目指していきます。

女子栄養大学

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　5月　21日

住 所 埼玉県さいたま市西区峰岸３８－６

県 内 企 業 等 の 名 称 辰巳設備工業株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　茂木 勝彦

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

＜2030年に向けた指標＞

4件　（190,000円）/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

　2件　（130,000円）/年  (さいたま緑のﾄﾗｽﾄ・日本赤十字)

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

社会

経済

＜2030年に向けた指標＞

①25％　②9％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①18％　②8％

社会貢献活動に積極的に取り組む。
＜（現状値）202３年までの数値＞
さいたま緑のトラストへの寄付：1件
（100,000円）/年(但し2024年のみ能
登半島地震に300,000円寄付)

多様な働き方推進のため、管理職への女
性登用、高齢者の雇用を増加させる。
＜（現状値）202３年の数値＞
①女性の管理職割合：18％（2人/11人）
②高齢者の雇用比率：3％（1人/32人）

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①0.05mg/㎥　②2mg/㎥

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①0.08mg/㎥　②5mg/㎥

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は経営理念である「社業の発展で社会に貢献」に基づき行動し、地域社会の発展に貢献する。この
考え方は持続可能な開発目標(SDGs)と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実に事
業活動に取り組むことにより、SDGsの達成に貢献していく。

辰巳設備工業株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

製造工程や作業場の配置を見直すととも
に、亜鉛ヒュームや粉塵を抑制する機械の
導入を検討することにより有害化学物質
の削減に取り組む。
＜（現状値）202３年の数値＞
①亜鉛ヒューム：0.13mg/㎥
②粉塵：10mg/㎥



宣 言 日 令和６年　5月　21日

住 所 埼玉県川口市栄町2-9-20

県 内 企 業 等 の 名 称 イーグル事務機株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　根本 禎

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

社会貢献活動として、地域社会に対する寄
付・ボランティアなどの支援や、地域の情
報発信などに取り組む。
＜(現状値)2023年の数値＞
①支援活動：3支援
②地域の情報発信媒体として、いーぐるか
わら版の発行：250部　(1回）

＜2030年に向けた指標＞

①3支援　②３００部

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①3支援　②250部

経済

地域活性化に貢献するため、地域企業の
IT・ICT・DX化サポートのため、取引企業
数を増加させる。また、協業も行い、地域
活性化に貢献する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①取引企業数：490社 (累計)
②協業社数：4社(累計)

＜2030年に向けた指標＞

①５５０社(累計)　②6社 (累計)

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①530社(累計)　②5社 (累計)

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①100％　②90％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①75％　②70％

CO2排出量削減のため、環境配慮型車両
の導入や紙文書の電子化を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①環境配慮型車両導入率：62.5％（5台
/8台）
②電子化率：50％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

イーグル事務機では、SDGｓの趣旨に基づき「IT事業を通じて社会の課題解決」、「地域密着の経済活
動を通じて地域社会への貢献」、「社員一人一人が幸せで充実した生活が出来るよう職場作り」の3つ
の活動に取組み、国際社会で合意されたSDGsの達成に貢献していきます。また、経営基盤の強化と
環境負荷軽減にも着実に取組みを進めていきます。

イーグル事務機株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　5月13日

住 所 埼玉県さいたま市南区南本町１－１６－１０

県 内 企 業 等 の 名 称 塩川設計測量株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　塩川 和彦

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①②2020年比　80％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①②2020年比　36％削減

環境配慮の観点から、システム導入などのDX
化による社内ペーパーレス化を図る。
＜(現状値)2023年の数値＞
①A4用紙使用量：約320,000枚/年
②A3用紙使用量：約144,000枚/年
（参考数値：2020年①48万枚②24万枚）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

『創意・熱意・誠意』を企業理念として、常に社員全員が誇りと、生きがい、豊かさをもって、測量設計業
界のオピニオンリーダー（先導者、先駆者）を目指し、お客様に満足していただける技術者集団として、
社会に貢献して参ります。この考え方は持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指すものであ
り、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していきます。

塩 川 設 計 測 量 株 式 会 社 

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

社会貢献活動として各団体への奉仕活動、
寄付、寄贈の取り組みを推進する。また、
学生インターンシップを受け入れる。
＜(現状値)2023年の数値＞
①寄贈活動：1回/年
②学生インターンシップの受け入れ：1人/
年

＜2030年に向けた指標＞

①4回/年　②2人/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①2回/年　②1人/年

経済

ワークライフバランス向上のため、有給休
暇平均取得日数を増加させる。
＜(現状値)2023年の数値＞
有給休暇平均取得日数：8日/年

＜2030年に向けた指標＞

12日/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

10日/年



宣 言 日 令和６年　　5月　　23日

住 所 埼玉県吉川市上内川３７７

県 内 企 業 等 の 名 称 コーワプラス株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　塩入 英明

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2020年比　5％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2020年比　5％削減

CO2排出量削減に貢献するため化石燃料
を原料とする成形材料（バージン材）廃棄
量の削減を図る。
<(現状値)20２３年の数値>
化石燃料ベースの材料廃棄量：4ｔ/年
（参考　2020年　3.25ｔ/年）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社及び当社の全従業員は、『基本を忠実に実践し、前向きに行動する。』に基づき行動し、業務を通じ
て自らの生活環境、地域社会、地球環境への貢献をする。この活動は、SDGsの目指すものにも繋がる
ものであり、全社員が真摯にこの活動を行うことで、持続可能な社会の実現と達成に貢献する。

コーワプラス株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

中学生社会体験チャレンジ事業の受入を
行い、次世代を担う人材の育成活動を行
う。
<(現状値)20２３年の数値>
中学生の受け入れ：3校12名/年
※宣言時の目標を達成済のため、取組の
維持に努める。

＜2030年に向けた指標＞

　3校12名/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

　3校12名/年

経済

多様な働き方の推進のため、高齢者・女性・障
がい者・外国人等が自らの能力を十分に発揮・
活躍できる環境の整備に取り組む。
<(現状値)20２３年の数値>
①定年年齢：60歳
②障がい者雇用人数：3名（知的障がい3名）

＜2030年に向けた指標＞

①65歳　②5名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①65歳　②3名



宣 言 日 令和6年5月16日

住 所 埼玉県川口市道合３０５番地

県 内 企 業 等 の 名 称 島田建設工業株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　島田 賢一

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年比　①５％削減　②5%削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2023年比　①2％削減　②2%削減

エネルギー使用量、二酸化炭素排出量の削
減を図る。（電気・ガソリン）
＜（現状値）2023年の数値＞
①エネルギー使用量：37kl
②二酸化炭素排出量：86.0t-CO₂/年
（参考2020年①41kl　②91.6t-CO₂/
年）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は経営理念である「地域への恩返し」に基づき、地域社会の安心・発展の向上に貢献する。この考
え方は持続可能な開発目標（SDGs）と同じ方向を目指すものであり、社員一人一人が自覚を持ち、事
業活動に取り組むことにより、SDGsの達成に貢献していく。

島田建設工業株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

社員参加型の社会貢献活動（ロードサポー
ト・川の国応援団）を継続する。
＜（現状値）2023年の数値＞
地域の美化活動：年4回・延べ47人参加

＜2030年に向けた指標＞

年4回・延べ60人参加

＜取組開始３年後に向けた指標＞

年4回・延べ50人参加

経済

ワークライフバランス向上のため有給休暇
平均取得日数を増加させる。
＜（現状値）2023年の数値＞
有給休暇平均取得日数：9.0日/年

＜2030年に向けた指標＞

10.0日/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

9.5日/年



宣 言 日 令和６年　5月　21日

住 所 埼玉県蓮田市閏戸280

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社岩崎食品工業

代表者役職 氏名 代表取締役　岩﨑 広人

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

売価における製品の原材料費比率を下
げ、粗利益率を向上させる。（値上げ又は
原材料コストの削減）
＜（現状値）2023年の数値＞
原材料費比率：50％
※原材料費比率＝製品原材料費/売価
（参考：2020年 原材料費比率：49％）

＜2030年に向けた指標＞

2020年度比　5ポイント改善（49⇒44）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2020年度比　2ポイント改善（49⇒47）

多様な働き方推進の一環として有給休暇
取得率の向上を目指す。
＜（現状値）2023年の数値＞
①有給休暇取得率：76％
②有給取得日数：13日/年

＜2030年に向けた指標＞

①100%　②16日/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①100%　②16日/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

10%

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

8%

再生可能エネルギーの利用率を向上させ
る。
＜（現状値）2023年の数値＞
再生可能エネルギー利用率：6％
（参考：2020年：利用率：3％）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は、お客様に心から愛される商品を提供し、長期安定成長を持続するために、適正規模での効率
経営を推進することで、地域社会の発展に貢献する。この考え方は、持続可能な開発目標（SDGｓ）と
同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動を取り組むことにより、ＳＤＧｓの達
成に貢献をしていくものである。

株式会社岩崎食品工業

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和6年6月27日

住 所 埼玉県北本市深井4丁目188番地

県内企業等の 名称 株式会社 高脇基礎工事

代表者役職 氏名 代表取締役　門脇 佳典

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

　①100％　②100％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

　①84％　②90％

河川工事で使用する機械（圧入機・発電
機・バイブロ）をエコオイル使用又は、防油
堤付きの機械に全て変更する。
＜（現状値）2023年の数値＞
①エコオイル使用率：58％
②防油堤使用率：84％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

健全経営をモットーに「信頼性」と「発展性」を重んじるとともに、新技術・新工法の開発による建設業界
の発展に貢献いたします。それと共に、ＳＤＧｓの目標達成と、より豊かな社会を実現するために、多様
な働き方実践企業としての取り組みや環境改善活動・社会貢献活動を全社をあげて邁進してまります。

株式会社 高脇基礎工事

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

社会貢献活動として、子ども食堂支援自販機に
よる寄付をする。また、フードパントリー配送支
援や子ども食堂に食品を寄付する。
＜（現状値）2023年の数値＞
①自販機による寄付：146,304円/年
②フードパントリー配送支援：0回/年
③こども食堂寄付：1回/年

＜2030年に向けた指標＞

①150,000円/年　②3回/年　③3回/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①150,000円/年　②2回/年　③2回/年

経済

多様な働き方実践企業として有給休暇の
積極的な取得を推進する。
＜（現状値）2023年の数値＞
有給休暇平均取得日数：10.2日/年

＜2030年に向けた指標＞

12日/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

11日/年



宣 言 日 令和６年　5　月　20　日

住 所 埼玉県さいたま市南区鹿手袋４－１４－２１

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社東京エーワン

代表者役職 氏名 代表取締役　池野 賢吾

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

IT化推進による事務作業時間の短縮
 ＜(現状値)2023年の数値＞
平均事務作業時間：41時間/月
（参考：2020年　48時間/月）

＜2030年に向けた指標＞

2020年比　５０％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2020年比　25％削減

多様な働き方の一環としてテレワークを推
進する。
 ＜(現状値)2023年の数値＞
①内勤者テレワーク：2日/週
②営業職テレワーク：0.25日/週

＜2030年に向けた指標＞

①3日/週　②2日/週

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①3日/週　②0.5日/週

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2020年比　3０％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2020年比　20％削減

環境配慮の観点からペーパーレスに取り
組む
 ＜（現状値）2023年の数値＞
コピー用紙調達枚数：50,000枚
（参考　2020年調達枚数：54,000枚）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社が掲げるミッション・ビジョン・バリューは、仕入れ先様と販売先様の間に立ち、これらの活動を通
じて、仕入れ先様と販売先様とのパートナーシップを強固なものにし共に継続的に発展しようとするこ
とです。
これは持続可能な開発目標（SDGs）に通じており、社員一人ひとりが事業活動と社会貢献活動に取り
組むことで、SDGｓの達成に貢献してまいります。

株式会社東京エーワン

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　5月　21日

住 所 埼玉県川口市芝富士2-3-11

県 内 企 業 等 の 名 称 川西建設株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役社長　川西 賢治

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年比　8％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2023年比　2％削減

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

川西建設は昭和44年に発足以来、建築一本でやってきた会社です。創業以来、木工事に特許などの強
みを持ち、その優位性(実績・技術・信頼)を生かし、業界オンリーワン企業を目指して参りました。今後
は持続可能な地域社会づくりを目指すため今まで培ってきた技術と施工経験を生かし、社会に貢献で
きるそんな企業作り、人材育成に取り組んで参ります。この考え方は持続可能な開発目標(SDGs)と
同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、SDGｓの達
成に貢献していきます。

川西建設株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

CO2排出量削減のため、エネルギー使用
量を削減する。
＜（現状値）2023年の数値＞
電気エネルギー使用量：107,667ｋｗｈ
（参考 2020年：80,613kWh)

＜2030年に向けた指標＞

12,000枚(インドネシアの助産師学校で1カ月分の授業料に相当)

＜取組開始３年後に向けた指標＞

5,000枚（タンザニアの看護学生1人の1年分の教科書代相当)

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

社会

経済

＜2030年に向けた指標＞

95%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

80%

社会貢献活動として、日本キリスト教海外
医療協力会を通し、使用済切手運動を実
施する。
＜（現状値）2023年の数値＞
使用済み切手の寄付：4,800枚

健やかで働きがいのある職場環境の実現
のため、有給休暇取得率を向上させる。
＜（現状値）2023年の数値＞
有給休暇取得率：75％（26日/35日・職
員数7人）



宣 言 日 令和６年　　6月　　26日

住 所 埼玉県熊谷市本町２－４８ユニバース熊谷ビル６Ｆ

県 内 企 業 等 の 名 称 第一生命保険株式会社熊谷支社

代表者役職 氏名 支社長　川口　憲

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

女性活躍の推進を目指した正社員雇用の
増大および指導者層への登用拡大
＜(現状値)202２年の数値＞
熊谷支社の
①女性生涯設計デザイナー数：３００名
②女性管理職・役付者：11名（女性管理職
数/全管理職者数2/9）

＜2030年に向けた指標＞

①４０0名　②45名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①350名　②20名

社会貢献活動の推進を目指し自治体およ
び社会福祉協議会との協働
＜(現状値)202２年の数値＞
所管自治体１８のうち７自治体と部分協定
締結
(2022年、皆野町との部分協定締結)

＜2030年に向けた指標＞

所管自治体１８のうち14自治体と部分協定締結

＜取組開始３年後に向けた指標＞

所管自治体１８のうち７自治体と部分協定締結

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜20４0年に向けた指標＞

第一生命グループ全体で、CO2排出量を1００%削減(2019年比)

＜２０２５年度に向けた指標＞
環境

第一生命グループ全体で、CO2排出量を５０%削減(2019年比)

気候変動への対応をグループの重要課題
の一つとして位置づけ、各種取組を推進。
 ＜(現状値)2022年の数値＞
CO2排出量：約２３,７１１ｔ(2019年：
121,300ｔ）
その他にも都市の緑３表彰といった緑化
取組の推進、植林活動の支援など

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の経営理念である「お客さま第一」主義のもと、当支社のビジョン「日本一お客さまに寄り添う活
動をしよう！地域にお客さまに安心をお届けし、選ばれ続ける未来をつくろう！」に基づき行動し、地
域社会の発展に貢献する。
この考え方は持続可能な開発目標（SDGs)と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実
に事業活動に取り組むことにより、SDGｓの達成に貢献していく。

第一生命保険株式会社熊谷支社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和6年4月27日

住 所 埼玉県さいたま市中央区上峰2-3-9

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社七越製菓

代表者役職 氏名 代表取締役社長　片岡 陽一

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な人材が活躍できる職場づくりを進
める。
＜(現状値)2023年の数値＞
①女性管理職割合：40％（2人/5人）
②高齢者の雇用比率：49％（29人/59
人）

＜2030年に向けた指標＞

①53％　②60％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①40％　②49％

社員参加型・社会貢献活動を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
街の美化活動:12回/年・のべ84人参加

＜2030年に向けた指標＞

12回/年・のべ96人参加

＜取組開始３年後に向けた指標＞

12回/年・のべ84人参加

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2020年比　①11.4％削減　②11.4％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2020年比　①5％削減　②5％削減

原油換算エネルギー使用量、ＣＯ2排出量の削
減を図る。
＜(現状値)2023年の数値＞
①原油換算エネルギー使用量：102.98ｋＬ/年
②ＣＯ2排出量:201.495ｔ-ＣＯ2/年
（参考　2020年の数値
①108.4ｋＬ/年②212.1ｔ-ＣＯ2/年）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は経営理念である「七越の願い。縁起の良い“七”をさらに越えた末広がりの“八”が皆さま（※）に
訪れますように。」に基づき行動し、地域社会の発展に貢献する。この考え方は持続開発目標（ＳＤＧｓ）
と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの
達成に貢献していく。（※）皆さまとは、七越の7つのわ（和）＝地域・社会、消費者様、お客様、パート
ナー会社様、株主、従業員、経営者である。

株式会社七越製菓

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　4　月　27　日

住 所 埼玉県日高市下大谷沢2-3

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社スギヤマ

代表者役職 氏名 代表取締役　杦山 国弘

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な人材が活躍できる職場づくりを推
進する。
＜（現状値）2023年の数字＞
①障がい者雇用数：6名（6名/151名）
②外国人正社員数：24名（24名/79名）
③65歳以上の高齢者雇用：７名（7名
/151名）

＜2030年に向けた指標＞

①10名　②35名　③15名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①8名　②30名　③10名

社会貢献活動を推進する。
<（現状値）2023年の数字＞
さいたま緑のトラスト基金等への寄付：10
万円/年

＜2030年に向けた指標＞

30万円/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

15万円/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

35%

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

32%

再生可能エネルギーの利用率の向上を図
る。
＜（現状値）2023年の数字＞
再生可能エネルギー利用率：30.8％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は経営理念である、「「健康・便利・安心」をモットーに各セクションの一人一人が豊かで健康的な食
文化に貢献しようと日夜研究、努力する」に基づき行動し、地域社会の発展に貢献する。
この考え方は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実
に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していく。

株式会社スギヤマ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　5　月　13　日

住 所 埼玉県所沢市林1-299-7

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社　MIKAMI

代表者役職 氏名 代表取締役　三上 誠

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

取組方針を下記のとおり宣言します。

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

＜2030年に向けた指標＞

①2020年比　5％増加（達成済）　②12回/年（のべ30人
参加）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①2020年比　3％増加（達成済）　②12回/年（のべ20人
参加）

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

社会

経済

＜2030年に向けた指標＞

①１１９日　②2020年比　30％削減（達成済）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①110日（達成済）　②2020年比　5％削減（達成済）

地域貢献活動として三ケ島工業団地運営
を担い、地域行事などへ参加する。
＜（現状値）2023年の数値＞
①地域からの雇用：55％
②地域美化活動：12回/年（のべ20人参
加）
（参考　①2020年：４２％）

働き方改革の推進として、年間休増加、超
過労働時間の削減に取り組む。
＜（現状値）2023年の数値＞
①年間休日数：114日/年
②超過労働時間の削減：12時間/月
（参考　②2020年　40時間/月）

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2020年比　５％削減　②本社LED導入率100％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①２020年比　3％削減　②本社LED導入率100％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

弊社は「ものつくり＝ひとつくり」の理念に基づき、社員教育を重点に企業経営を行うと共に地域社会
や周辺環境から恩恵を受けてる事を忘れず働く事を指導します。この事を忘れずに事業活動を行い、
持続可能な会社となり社会貢献いたします。この考えは持続可能な開発目標（SDGs)と同じ方向を目
指すものであり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、SDGsの達成に貢献して
いきます。

株式会社　MIKAMI

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

Co2排出量の削減を図る。
＜（現状値）2023年の数値＞
①Co2排出量：336.53t/年
②本社LED導入率：70％
（参考：2020年の数値①304.92t/年②
65％）



宣 言 日 令和６年　7月　1日

住 所 埼玉県川越市中原町二丁目8番地2

県 内 企 業 等 の 名 称 イーグルバス株式会社

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役社長　谷島 賢

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

(様式第２号)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

イーグルバス株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

記

イーグルバスは、社会貢献を会社理念とし、旅客自動車運送事業の観点から「持続可能な開発目標」に継続的に取り
組んで参ります。
イーグルバスが掲げる「地域を結ぶ・人を結ぶ・心を結ぶ」との基本精神は、SDGsのゴールに通じるものであり、当
社事業の推進をＳＤＧｓの目線と合わせ、より具体的な目標に向い、その過程に於いて全社一丸となって推進し地
域社会の発展貢献に尽くして参ります。

指　標

環境

EV車輛の導入、及び社内ペーパーレス化を図
る。
<（現状値）202３年の数値>
①EV車輛の導入率：7％（8台/116台）
②ペーパー使用量：17.7万枚/年
（参考　2020年　②35万枚）

＜2030年に向けた指標＞

①50％　②2020年比　90％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①25％　②2020年比　75％削減

社会

地域街づくりイベントの貢献、及び交通安全啓
蒙活動を推進する。
<（現状値）202３年度の数値>
①地域イベント等への協力件数：10件/年※宣
言当初の目標を達成しているため、継続して取
り組んでいく。
②交通安全啓蒙活動 ：3件/年

＜2030年に向けた指標＞

①10件/年　②6件/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①10件/年　②4件/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

経済

女性社員の雇用比率の向上、及び高齢運転士
の職務変更による雇用延長人数の維持・向上を
図る。
<（現状値）202３年の数値>
①女性社員の雇用比率：2６％（48人/182人）
②高齢運転士の雇用延長人数：2６人

＜2030年に向けた指標＞

①30％　②31人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①27％　②30人



宣 言 日 令和６年　6月　4日

住 所 埼玉県上尾市平塚149

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社上尾グリーンガーデン

代表者役職 氏名 代表取締役社長　神田 安比古

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①98％　②4件/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①97％　②3件/年

ペーパーレス化を推進する。また、レイン
ガーデンを施工・導入する。
＜（現状値）2023年の数値＞
①モバイル日報使用率：95％
②レインガーデン：3件/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は創業時より「地球環境に優しい企業でありたい」というテーマを探求し現在に至っておます。社
員一人一人がこのテーマを探求しながら事業活動に取り組むことにより、持続可能な社会の実現に寄
与し、SDGｓの達成に貢献していきます。

株式会社上尾グリーンガーデン

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

近隣の中学校職業体験やインターシップを
受け入れる。
＜（現状値）2023年の数値＞
①職業体験の受入：3校/年
②インターシップ受入：1名/年

＜2030年に向けた指標＞

①5校/年　②5名/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①4校/年　②3名/年

経済
年次有給休暇取得日数の向上に取組む。
＜（現状値）2023年の数値＞
年次有給休暇平均取得日数：6.7日/年

＜2030年に向けた指標＞

15日/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

10日/年



宣 言 日 令和６年　5月2日

住 所 埼玉県行田市下忍２２０３

県 内 企 業 等 の 名 称 サーパス工業株式会社

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　今井 高志

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

日本の次世代を担う再生医療業界向け製品を
開発し、売上増加に取り組む
＜(現状値)2023年の数値＞
売上実績:5,000万円
（参考　2021年　売上実績4,400万円）

＜2030年に向けた指標＞

2021年実績比　売上　４０％増加

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2021年実績比　売上　２０％増加

会社周辺地域の小学校に入学する新一年生向
けに事務用品等を寄付
＜(現状値)2023年の数値＞
行田市内小学校、鴻巣市内全小学校にパソコン
の授業で使用するタッチペン約1,３00本を寄
付（新入学生対象）

＜2030年に向けた指標＞

行田市内、鴻巣市内の全小学校にタッチペンを継続して寄付

＜取組開始３年後に向けた指標＞

行田市内、鴻巣市内の全小学校にタッチペンを継続して寄付

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2021年実績比　２０％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2021年実績比　１５％削減

DX推進による環境負荷の低減（ペーパーレス
化）
＜(現状値)2023年の数値＞
コピー用紙注文数：６９箱
（※1箱5000枚）
(参考数値　2021年　77箱）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の経営方針である「お客様・協力会社様・地域に愛され、社員の幸せを永続的に支える100年企業を目指す」に
基づき、地域社会の発展に貢献していきます。社員一人一人が自覚を持ち、持続可能な社会の実現に向けた活動を
積極的に展開し、社会的課題の解決と持続的成長の両立を目指してSDGｓの達成に取り組んでまいります。

サーパス工業株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　4　月　27　日

住 所 埼玉県越谷市相模町3-246-1

県 内 企 業 等 の 名 称 医療法人社団マハロ会  かみむら歯科矯正歯科クリニック

代表者役職 氏名 理事長　上村 英之

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2020年比　70％削減　　②70％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2020年比　50％削減 　 ②20％

ペーパレスに向けたシステムの構築。
LEDへの移行によるエネルギー使用量の
削減。
＜(現状値)2023年の数値＞
①印刷物の枚数：104,000枚/年
②LEDへの移行：10％(3部屋/23部屋)
(参考２０２０年①204,000枚②１０％）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の経営理念である「予防歯科を通じて国民の健康と幸福に寄与する」に基づき行動し、地域社会の
発展に貢献する。この考え方により、持続開発目標と同じ方向を目指し、社員が一丸となり、事業活動
に取り組むことにより、SDGｓの達成に貢献していく。

医療法人社団マハロ会  かみむら歯科矯正歯科クリニック

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

多様な人材が活躍できる職場づくりを推
進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
高齢者(60歳以上)の雇用比率：9％（7人
/73人）

＜2030年に向けた指標＞

10%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

9%

経済

訪問歯科診療の拡充。
患者様に対する予防歯科の啓蒙・普及活動。
中国での予防歯科普及講演活動。
＜(現状値)2023年の数値＞
①訪問歯科実施件数：12,650件(累計)
②中国での予防歯科普及講演活動：5件(累計)

＜2030年に向けた指標＞

①38,500件(累計)　②20件(累計)

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①15,000件(累計)　②15件(累計)



宣 言 日 令和6年5月8日

住 所 埼玉県八潮市中央1-29-6

県 内 企 業 等 の 名 称 医療法人社団マハロ会　LeaLea歯科矯正歯科クリニック

代表者役職 氏名 理事長　上村 英之

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

訪問歯科診療を拡充する。また中国での予防
歯科普及講演活動を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①訪問歯科実施件数：1,517件/年
②中国での予防歯科普及講演活動：5件/年

＜2030年に向けた指標＞

①7,510件/年　②１５件/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①2,000件/年　②8件/年

多様な人材雇用の推進として、高齢者の雇用
人数を増加させる。
＜(現状値)2023年の数値＞
高齢者(65歳以上)の雇用人数：1人/２９人

＜2030年に向けた指標＞

3人

2人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環
境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してく
ださい。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2020年比　70％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2020年比　50％削減

ペーパレスに向けたシステムを構築し、印刷物
の枚数を削減する。
＜(現状値)2023年の数値＞
印刷物の枚数：24,113枚/年
（参考2020年42,382枚）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の経営理念である「予防歯科を通じて国民の健康と幸福に寄与する」に基づき行動し、地域社会の発
展に貢献する。この考え方により、持続開発目標と同じ方向を目指し、社員が一丸となり、事業活動に取り
組むことにより、SDGｓの達成に貢献していく。

医療法人社団マハロ会　LeaLea歯科矯正歯科クリニック

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和6年5月21日

住 所 埼玉県さいたま市浦和区仲町3-13-10

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社東建ジオテック

代表者役職 氏名 代表取締役　大和田　茂

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

27台/40台（13台増）

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

19台/40台（5台増）

社用車の低公害車（ハイブリッド車などの
環境配慮型車両）を積極的に導入する。
＜(現状値)2023年の数値＞
導入台数：１４台／40台

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は、１００年企業を目指す「日本列島のお医者さん」として、埼玉県土の安全・安心な循環型社会環
境づくりを念頭に、持続可能な開発目標（SDGｓ）の精神に基づき「環境・社会・経済」に貢献する覚悟
です。ナレッジマネジメントを推進し、社員と共に２０３０年に向けた具体的目標設定を掲げ、達成に向
けて行動します。

株式会社東建ジオテック

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

さいたま緑のトラスト基金の寄付額を増額
する。
＜(現状値)2023年の数値＞
寄付額：１５万円/年

＜2030年に向けた指標＞

２０万円/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

１７万円/年

経済

多様な働き方を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①社員の有給取得日数：10日/年
②女性社員の雇用比率：１４％(17人/１１５
人)
③高齢者(60歳以上)の雇用比率：20％
(23人/１１５人)

＜2030年に向けた指標＞

①15日/年　②3０%(35人）　③３０%（３５人）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①１３日/年　②２０%（２３人）　③25%（２９人）



宣 言 日 令和６年　4　月　25　日

住 所 埼玉県入間郡三芳町上富2048-1

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社 UCHIDA

代表者役職 氏名 代表取締役社長　内田 敏一

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①30%削減　②10%削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①20%削減　②5%削減

エネルギー使用量を削減する。また、プラ
スチック廃棄物の削減と分別細分化をしプ
ラスチック廃棄物の総量を削減する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①エネルギー使用量：840,966Kwh/年
②プラスチック廃棄物の総量：3.74t/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

UCHIDAは全社員誓いの言葉である「わたしたちは、複合材料による技術開発から、世界に役立つ喜
びを提供するために挑み続け、適正な価格で供給することに全力を尽くします。」にあるとおり、SDGs
の目標達成に直接貢献できる製品を開発し世界中に提供したいと考えて、すべての人々が豊かで活力
のある社会を実現するため2030年のGOALを目標として、SDGｓの達成に貢献します。

株式会社UCHIDA

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

社会参加型・社会貢献活動を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①インターンシップ生の受入：0名/年
②工業専門学生への技術支援指導：1校/
年

＜2030年に向けた指標＞

①5名/年　②5校/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①3名/年　②3校/年

経済

多様な働き方を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①社員の有給取得率：84％(宣言当初の
目標値を達成済)
②高齢者(65歳以上)の雇用比率：5%(2
人/37人)

＜2030年に向けた指標＞

①現状維持84％　②10%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①現状維持84％　②5%



宣 言 日 令和６年5月　20日

住 所 埼玉県川口市川口六丁目9番14号

県 内 企 業 等 の 名 称 ゴトー工業株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　後藤 陸

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

日よけ・省エネ商材の推進を行い、環
境に配慮したまちづくりに貢献する。
＜現状値　2023年の数値＞
日よけ・省エネ商材の新製品開発:1件
(２０２０年から累計)

＜2030年に向けた指標＞

2020年から累計5件

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2020年から累計3件

多様な働き方を促進する。
＜現状値　2023年の数値＞
女性社員（パート含）の雇用を促
進:38％（女性社員数8人/全社員21
人）(達成のため現状維持)

＜2030年に向けた指標＞

38%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

38%

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

２０２０年比　95％以上削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

２０２０年比　90％以上削減

ペーパーレス化の推進を行い、紙資源
の削減を目指す。
＜(現状値)2023年の数値＞
納品書・請求書発行枚数:400枚/年
（参考　2020年：4,600枚）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

私たちは、「自然と調和する人間空間を創出し、地域や社会の発展に貢献する」という企業理念のもと
行動し、当社と関わりのある全ての人達が活躍できる場を創出すると共に、社会に役立つ製品の供給
を行います。この考えは持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ目標を目指すものであり、持続可能な循
環型社会の達成に貢献して参ります。

ゴトー工業株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　5月13日

住 所 埼玉県行田市旭町16-38

県 内 企 業 等 の 名 称 学校法人老本学園

代表者役職 氏名 理事長　老本 克浩

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

園内の照明器具等高効率な省エネになる
機器をできる範囲で取り入れ環境にやさ
しい園を目指す。
＜(現状値)2023年の数値＞
電気使用量:17,662kwh/年
（参考　2020年　27,069ｋｗｈ）

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

２０23年比 20％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

２０23年比 10％削減

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当園の保育の目標である「すきになる、ぐんぐんのびる。」というスローガンに基づき、子育てを通して
地域社会の発展に貢献するよう努める。　また、この考え方は持続可能であるSDGｓと同じ方向を目指
すものであり、職員一人一人が同じ目標に対して真摯に取り組むことにより、SDGｓの達成に貢献して
いく。

学校法人老本学園

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

＜2030年に向けた指標＞

２３０日/年　（のべ活動人数3,680人）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

２１０日/年　（のべ活動人数3,360人）

園周辺の環境美化活動をおこない地域に
貢献する。
＜(現状値)2023年の数値＞
美化活動：２００日/年　（のべ活動人数
3200人）

経済

多くの保護者が安心して子どもを預けら
れる預かり保育の時間の延長を目指す。
＜(現状値)2023年の数値＞
保育時間：10時間

＜2030年に向けた指標＞

11時間以上保育継続かつ、質の高い保育環境の提供

＜取組開始３年後に向けた指標＞

10時間以上の保育実現



宣 言 日 令和 ６年　5月　16　日

住 所 埼玉県さいたま市北区日進町1-319

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社佐伯工務店

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　安藤 正浩

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な働き方を推進する。

＜(現状値)2023年の数値＞
女性社員の割合：7.7％(4人/52人)

＜2030年に向けた指標＞

9％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

8％

社会貢献活動（ロードサポート・リバーサ
ポート）を継続して実施する。

＜(現状値)2023年の数値＞
①ロードサポート：12回/年・延べ86人
②リバーサポート： 1回/年・延べ9人

＜2030年に向けた指標＞

①12回/年・延べ96人　　②3回/年・延べ18人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①12回/年・延べ90人　　②2回/年・延べ12人

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

80％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

78％

廃棄物の再資源化率を上げ、地球温暖化
対策に貢献する。

＜(現状値)2023年の数値＞
廃棄物の再資源率：77.0％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の環境方針である「全社員が地球的視野に立って環境保全に努め、地域社会と調和した快適な環境つくりに貢
献する」に基づき、持続可能な開発目標（SDGｓ）の達成の為、社員ひとりひとりが社訓「誠実」の基に事業活動に取
り組み、豊かな地域社会の実現に貢献致します。

株式会社佐伯工務店

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　5月　21日

住 所 埼玉県ふじみ野市苗間1-6-10

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社ウチダ

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　内田 一二三

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な働き方の実践。

＜(現状値)2023年の数値＞
①埼玉県多様な働き方実践企業：ゴールド認定
②女性管理職の割合：44％(4人/9人)
③高齢者(60歳以上)の雇用率：30％(15人
/50人)

＜2030年に向けた指標＞

　　①プラチナ認定維持　②50％　③40％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

　　①プラチナ認定　②4４％　③35％

社会貢献活動の推進。

＜(現状値)2023年の数値＞
①基金等への寄付：2件・35万円/年
②環境保全活動・地域活動への参加：1回/年

＜2030年に向けた指標＞

①10件・75万円/年　②10回以上/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①5件・50万円/年　②3回以上/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

　①99％　②2023年比　8％削減　③80％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

　①97％　②2023年比　3％削減　③72％

CO2排出量削減、資源の有効利用の推進。

＜(現状値)2023年の数値＞
①廃棄物のリサイクル率：94％
②CO2排出量：768.8ｔ-CO2/年
③環境配慮型車両の導入：70%(65台/93
台）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

産業廃棄物処埋業の一員として良質な社会資本の形成を通し、より豊かな生活を実現する為に重要な役割と責任
を担っている当社は、自らの事業活動における環境負荷の低減はもとより、よりよい環境の創造に努め人間にとっ
て真に快適な環境創造の担い手として経済の発展と環境の保全とが持続的に共存する新しい社会の実現を目指し
ます。

株式会社ウチダ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　5　月　10　日

住 所 埼玉県越谷市御殿町2-11

県 内 企 業 等 の 名 称 髙元建設株式会社

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役社長　髙橋 和彦

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

コピー用紙使用枚数：30％削減（2023年度比）

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

コピー用紙使用枚数：15％削減（2023年度比）

環境保全、及びCO2排出量削減として、
コピー用紙使用枚数を削減する。
＜(現状値)2023年の数値＞
コピー用紙使用枚数：374,000枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は企業理念である「私たちは、すべての人に思いやりをもって、安心で幸せな夢空間をつくってい
ます。」に基づき行動し、地域社会の発展に貢献する。
この考え方は持続可能な開発目標（SDGs)と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実
に事業活動に取り組むことにより、SDGsの達成に貢献していく。

髙元建設株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

社会貢献推進として、川の国応援団の活動
をする。
＜(現状値)2023年の数値＞
川の国応援団：3回/年・延べ21人

＜2030年に向けた指標＞

川の国応援団の活動：5回/年・延べ35人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

川の国応援団の活動：4回/年・延べ28人

経済

働き方改革の推進として、第1、第3水曜日
ノー残業デーを新設する。
　※2021年7月スタート
＜(現状値)2023年の数値＞
ノー残業デー履行率：20％

＜2030年に向けた指標＞

ノー残業デーの履行率：100％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

ノー残業デーの履行率：40％



宣 言 日 令和６年　7　月　1　日

住 所 埼玉県川口市本町1-12-24

県 内 企 業 等 の 名 称 増幸産業株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役社長　増田 幸也

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

　

経済

環境配慮型製品（EV用バッテリー生産設
備等）の売上げを増加させる。また、未利
用資源の有効利用技術を拡販する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①環境配慮型製品比率：30％
②未利用資源の有効利用技術：5件/年

＜2030年に向けた指標＞

①40％　②10件/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①30％　②5件/年

社員全員で自然災害被災地へのボラン
ティア活動・環境保護活動・町内会への協
力など、社会貢献活動をする。
＜(現状値)2023年の数値＞
社会貢献活動：1回/年・延べ27人

＜2030年に向けた指標＞

4回/年・延べ60人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2回/年・延べ30人

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①70％　②90％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①50％　②50％

グリーン調達率をUPする。また、環境配慮
型車導入率をUPする。
＜(現状値)2023年の数値＞
①グリーン調達率：50％
②環境配慮車導入率：43％(3台/7台)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

弊社の活動は、社是である「おもしろ可笑しく一所懸命」と「超ISO（継続的改善活動）」をモットーにユ
ニークかつオリジナリティーのある活動を目指しております。「もっと良くなるためにはどうしたら良い
か」　「在りたい姿と在るべき姿」を常に創造し、課題を明確に定め取り組んでいきます。地球が回復力
を失う前に、一人ひとりができることから始める必要があると思っております。この考え方は持続可能
な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組む
ことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していきます。

増幸産業株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和6年5月20日

住 所 埼玉県大里郡寄居町三ケ山250-1

県 内 企 業 等 の 名 称 ツネイシカムテックス株式会社　埼玉工場

代表者役職 氏名 取締役　桐山 喜光

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

受入量：5,000ｔ/年増量

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

受入量：3,000ｔ/年増量

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は企業理念である「地域・社会と共に歩む」に基づき行動し、地域社会の発展に貢献する。 また、
SDGｓを経営目標に取り入れ、環境負荷の低減と循環型社会の構築に取り組みSDGｓの達成に貢献
する

ツネイシカムテックス株式会社　埼玉工場

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

経済

＜2030年に向けた指標＞

16人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

14人

市町村のリサイクル推進事業、民間リサイ
クル事業、建設、土木関連事業等で新たな
循環リサイクルを構築する。

＜(現状値)2023年の数値＞
受入量：100,000ｔ/年

多様な働き方改革の推進として、女性雇用
人数の向上を図る。

＜(現状値)2023年の数値＞
女性雇用人数：12人/55人

地域貢献活動・地域行事参加を増やす。

＜(現状値)2023年の数値＞
献血、寄居北条まつり、寄居町玉淀水天宮
祭、工場周辺清掃活動：9件/年・延べ17人

13件/年・延べ25人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

10件/年・延べ20人

＜2030年に向けた指標＞



宣 言 日 令和6年5月21日

住 所 埼玉県川口市本町2-5-15-813

県 内 企業 等の 名称 クアビット株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　齊藤 清文

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

働き方改革の推進として、在宅ワークがし
やすい環境づくりを行う。

＜(現状値)2023年の数値＞
在宅勤務：就業日数の２０％

＜2030年に向けた指標＞

就業日数の５０％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

就業日数の２５％

社員参加型・社会貢献を推進する。

＜(現状値)2023年の数値＞
街の美化活動：2回/年・延べ４人

＜2030年に向けた指標＞

６回/年・延べ12人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

３回/年・延べ６人

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年比　①１０％削減　②５０％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2023年比　①４％削減　②2５％削減

エネルギー使用量を削減する。また、資源
使用量（コピー用紙）を削減する。
　
＜(現状値)2023年の数値＞
①エネルギー使用量：３,584kwh/年
②コピー用紙使用枚数：10,000枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

バクテリアを活用した独自の特許技術（知的財産権）を活用して、食品自給率を高め、貧困を無くし、飢
餓をゼロにすることを企業ミッションとして、食料輸入大国から食料輸出大国へ変貌を遂げることに挑
戦しています。持続可能な開発目標（SDGs）は、当社のミッションと同趣旨であることから大いに賛同
し、ＳＤＧｓの達成に貢献いたします。

クアビット株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和6年5月1日

住 所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町4-463

県 内 企 業 等 の 名 称 ウォータースタンド株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役社長　本多 均

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

ウォータースタンド設置台数から使い捨てプラ
ボトル削減本数・CO2排出抑制量を推計し開
示している。事業の持続的な成長が環境負荷軽
減につながるSDGs経営を実践している。
＜(現状値)2023年の数値＞
ウォータースタンド設置台数：累計1９万8000
台

＜2030年に向けた指標＞

累計100万台

＜取組開始３年後に向けた指標＞

累計25万台

多様な働き方の推進と長時間労働抑制の
ため、全社員がスーパーフレックス制度を
選択できるすることで総合職における男
女比を均一にする。
＜(現状値)2023年の数値＞
男女比：51%：49%(107人：103人)

＜2030年に向けた指標＞

左記の各制度導入により、総合職における男女比50%：50%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

左記の各制度導入により、総合職における男女比51%：49%

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

累計20,000台

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

累計6,000台

2019年から地方自治体と使い捨てプラ
スチック削減に向けた連携協定を締結し、
マイボトルに給水を呼び掛ける「ボトルフ
リープロジェクト」を推進。
＜(現状値)2023年の数値＞
誰もが給水できるウォータースタンド：累
計2,753台

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

SDGsは当社にとって未来の世代からの宿題です。「ごみを減らす」といった消費のプロセスの一部分
を改善することではなく、マイボトルに給水することで、生産、運搬、消費、回収、リサイクルというリニ
ア型経済のプロセス全体を見直して参りたいと考えています。循環型経済に移行するために事業を通
じてより良い行動をとることへの呼びかけを広げることで、ＳＤＧｓの達成に貢献して参ります。

ウォータースタンド株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和6年5月21日

住 所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-10-16

県内企業等の 名称 株式会社ネクスコ・トール北関東

代表者役職 氏名 代表取締役 社長　城方　修

(令和６年６月２６日　変更)

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

感染症対策や料金所設備の更新等を進めなが
ら、24時間365日安全な料金所運営を実施す
る。女性の活躍推進を図るため管理職比率を
上げる。
＜(現状値)2023年の数値＞
①当社が管理する92料金所全てにおいて閉鎖
等の実施なし（事故・災害等除く）
②女性の管理職比率：21.0％(45人/214人)

＜2030年に向けた指標＞

①閉鎖等の実施なし　②23％以上

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①閉鎖等の実施なし　②22％以上

ほめる達人検定の受講と職場での実践を通じ
て「ほめる文化」を構築し、風通しのよい職場づ
くりを推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
「ほめ達！」検定（一般社団法人日本ほめる達人
協会主催）３級取得者：9００人/累計

＜2030年に向けた指標＞

1,000人/累計

＜取組開始３年後に向けた指標＞

950人/累計

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①100％　②2020年比　10％削減（250,350枚削減）

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①90％　②2020年比　7％削減（175,245枚削減）

事業用連絡車両を環境配慮型車両へ更新す
る。また、コピー用紙の使用枚数を削減する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①環境配慮型車両割合：90％（21台/23台）
②コピー用紙使用枚数：2,358,000枚/年
2020年（参考）：2,503,500枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

グループ経営理念である「高速道路の効果を最大限発揮させることにより、地域社会の発展と暮らしの
向上を支え、日本経済全体の活性化に貢献します。」に基づき、社員ひとりひとりが、料金管理業務のプ
ロフェッショナルとして、誇りと自信、まごころを胸に、安全、笑顔、感謝で、お客さまに満足をお届けし
ながら、誠実に事業活動に取り組むことにより、ＮＥＸＣＯ東日本グループの一員として、ＳＤＧｓの達成
に貢献していく。

株式会社ネクスコ・トール北関東

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　5月　20日

住 所 埼玉県川口市東川口1-7-5まんまるハウス2nd1F

県内企業等の名称 株式会社まんまるeねっと

代表者役職 氏名 代表取締役　金指 忠久

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

地域の事業者様の販路拡大や集客を支援する。
新規事業で地域活性化を目指す。業務効率化と
セキュリティ向上を目的としたノートPC配布。
＜(現状値)2023年の数値＞
①取引企業：0件/年
②ノートPC配布率：6台/スタッフ12名(50%)

＜2030年に向けた指標＞

①20件　②100%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①10件　②80%

多様な働き方として、ライフワークバランス
が充実した環境を整える。
＜(現状値)2023年の数値＞
①女性管理職の割合：50％(1人/2人)
②有休取得率：75%

＜2030年に向けた指標＞

①70％  ②90%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①50％  ②80%

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年比　50%削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2023年比　20%削減

環境保全、ペーパーレス化を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
コピー用紙使用量：約5,000枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

まんまるeねっとの理念は「すべてがうまくまるくいく」
web広告ビジネスを得意とする弊社では、すべての人に喜んでいただけるwebサービスの提供を目指
しています。インターネットの本質を捉えたビジネス改革を推進する企業として、社員一丸となりSDGs
（持続可能な開発目標）達成に貢献致します！！

株式会社まんまるeねっと

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　７月　16 日

住 所 埼玉県川口市東川口 1-31-27まんまるハウス101

県内企業等の名称 株式会社ココリ

代表者役職 氏名 代表取締役　大坪 幸子

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

地域企業の独自商品の販路を拡大支援す
る。

＜(現状値)2023年の数値＞
取引企業：3社/年

＜2030年に向けた指標＞

30社/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

15社/年

地域密着の環境保護活動、ボランティア活
動に参加する。

＜(現状値)2023年の数値＞
参加件数：3件/年・延べ６人

＜2030年に向けた指標＞

10件/年・延べ20人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

5件/年・延べ10人

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年比 30%削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2023年比 10%削減

取引メーカーと連携し3R（リデュース・リ
ユース・リサイクル）に取り組み、眼鏡の廃棄
量を削減する。

＜(現状値)2023年の数値＞
眼鏡の廃棄量：20,000本

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

「喜ばれ、感謝され、自分も嬉しい。」
「利他の心が満ちる幸福で笑顔あふれる社会に貢献します。」の企業理念のもと、心豊かな人々と誠実に
事業活動に取り組むことによりSDGsの達成に貢献していくことを宣言致します。

株式会社ココリ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和6年5月9日

住 所 埼玉県春日部市上蛭田４６２－７

県 内 企 業 等 の 名 称 大恒建設株式会社

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　大舘 孝弘

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

＜2030年に向けた指標＞

①２０％　②８％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①20％　②６％

＜2030年に向けた指標＞

①４回/年・延べ３０人　　②１回/年・延べ１０人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①４回/年・延べ２５人　　②１回/年・延べ８人

多様な働き方を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①高齢者(６５歳以上)の雇用：21％(4人
/19人)
②障害者の雇用：５％(１人/１9人)

ロードサポート及び県立高校の清掃活動
を行う。
＜(現状値)2023年の数値＞
①ロードサポート活動：４回/年・延べ２０人
②県立高校清掃活動：１回/年・延べ６人

大恒建設株式会社は、SDGｓの取り組みに対し企業理念である「地域社会に密着」を念頭に、環境・社
会・経済のSDGｓの取り組みを社員全員が理解し目標達成に向けて、努力していきたいと思います。

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①20２3年比　１０％削減　②７０％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①20２3年比　３％削減　②５５％

ＣＯ２排出量の削減を図る。
グリーン購入の比率を向上させる。（事務
用品他）
＜(現状値)2023年の数値＞
①ＣＯ２排出量：78，827.0ｋｇ－ＣＯ２/
年
②グリーン購入の比率：５０％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

大恒建設株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　　5月　　13日

住 所 埼玉県さいたま市南区辻3-1-24-302

県 内 企 業 等 の 名 称 ツアン・システム有限会社

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　荒谷 雅一

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

社内規則の整備等によりガバナンス体制を確
立し、働きやすい職場環境の構築を推進するこ
とで、従業員数を増やしていく。
＜(現状値)2023年の数値＞
雇用人数：1人/累計

＜2030年に向けた指標＞

雇用人数：5人/累計

＜取組開始３年後に向けた指標＞

雇用人数：２人/累計

医療機器販売業として今後も医療に携わって
いくため、NPO団体(非営利団体)や公益団体
など、社会貢献活動をメインとしている団体に
寄付を実施する。
＜(現状値)2023年の数値＞
寄付：75,500円/年

＜2030年に向けた指標＞

100,000円/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

80,000円/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

5台

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2台

商用車を導入し、全て環境配慮型車両とする。
＜(現状値)2023年の数値＞
環境配慮型商用車：0台/0台

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の企業理念である「新規開業・手術室新設から特注品(鋼製小物)1本までお客様のイメージを形にします。」に
基づき、産業と技術革新を基礎として、環境配慮の徹底でＳＤＧｓ達成に向け社員・取引先とともに誠実な行動を目
指す。

ツアン・システム有限会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　５　月　２１　日

住 所 埼玉県さいたま市見沼区堀崎町535‐6

県 内 企 業 等 の 名 称 埼玉エコステージ研究会

代表者役職 氏名 理事長　外岡 豊

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

「ＳＤＧｓ見える化サービス」（組織が自らの事業
ドメインで実現するSDGs・組織の環境、CSV、
CSR活動で実現するSDGsの普及）の導入率
を増やす。
　
＜(現状値)2023年の数値＞
ＳＤＧｓ教育・セミナーの参加組織に対する導入
率：6％

＜2030年に向けた指標＞

20%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

10%

ＳＤＧｓの理解促進に向けた教育やセミ
ナーの開催。

＜(現状値)2023年の数値＞
教育・セミナーの開催回数：12回/年

＜2030年に向けた指標＞

2０回/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

15回/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①２０23年比　25％削減　②100％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①２０23年比　15％削減　②100％

LED電球活用によるエネルギー使用量の
削減。

＜(現状値)2023年の数値＞
①エネルギー使用量：8,903kwh/年
②LED化率：90％(10室/１１室)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

 『埼玉エコステージ研究会はＳＤＧｓの理解促進に向けた教育やセミナーの開催や、「ＳＤＧｓ見える化
サービス」の提供により、ＳＤＧｓの理念や活動が企業や地域社会へ広く普及することに貢献してまいり
ます。』

埼玉エコステージ研究会

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　　6月　　26日

住 所 埼玉県所沢市北原町866-16

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社　和孝

代表者役職 氏名 代表取締役社長　上野 勝久

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な人材雇用を推進するため、シニア活躍推
進宣言企業として今後も積極的に取り組むと
ともに、女性の営業職を増加させる。
＜(現状値)2023年の数値＞
①高齢者(６５歳以上)雇用率：25％(6人/24
人)
②女性の営業職率：0％(0人/24人)

＜2030年に向けた指標＞

①35％　②30％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①30％　②10％

社員参加型・社会貢献活動の推進として町
の美化活動を行う。また、地産野菜を積極
的に購入する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①美化活動：実施なし
②野菜購入額：25,000円/月

＜2030年に向けた指標＞

①2回/年・のべ30人　②30,000円/月

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①1回/年・のべ15人　②30,000円/月

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

120件/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

100件/年

太陽光発電・家庭用蓄電池の設置件数を
さらに増加させる。
＜(現状値)2023年の数値＞
太陽光・蓄電池設置件数：87件/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

我々の当たり前が、お客様にとって業界最高峰のサービス・技術となるよう、社員全員が最後の最後ま
で知恵と力を出し切ることを習慣とします。その習慣こそが、地域社会の発展に繋がり、SDGｓの達成
に貢献していくものと考えております。

株式会社　和孝

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　5月21日

住 所 埼玉県川口市並木2-25-3

県 内 企 業 等 の 名 称 彩ネット株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　井上 太郎

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2023年比　5％削減　②入れ替え：達成

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2023年比　3％削減　②入れ替え：達成

CO2排出量の削減。
＜(現状値)2023年の数値＞
①電気使用量：11,532.58ｋwh/年
②高効率電気設備への入れ替え：100％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は、ミッションであるコンピューターネットワークに於けるトータルサポーターとして行動し、情報技
術や情報通信技術を通して社会の発展に貢献します。この考え方は持続可能な開発目標（SDGs）と方
向を同じくするものであり、社員一人ひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、SDGｓの達成に
貢献します。

彩ネット株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

情報セキュリティの公益団体へのボラン
ティア参加と地域振興の為、地域イベント
への寄付。
＜(現状値)2023年の数値＞
寄付先団体・ボランティア活動：8件/年

＜2030年に向けた指標＞

ボランティア活動：15件/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

ボランティア活動：11件/年

経済

事務の電子化など、事務の効率化。
＜(現状値)2023年の数値＞
作業時間7,200分中760分の作業時間
削減

＜2030年に向けた指標＞

1,500分の作業時間削減。

＜取組開始３年後に向けた指標＞

1,000分の作業時間削減。



宣 言 日 令和６年　5　月　21　日

住 所 埼玉県深谷市稲荷町2-10-6

県 内 企 業 等 の 名 称 古郡ホーム　株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役社長　古郡 栄一

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

100,000KWh/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

120,000KWh/年

CO2排出を抑制するため、社内電気使用
量を削減する。
＜(現状値)2023年の数値＞
電気使用量：136,551KWh/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

古郡ホーム株式会社は親会社であります「古郡建設株式会社」と共に、自社の存在意識、仕事への誇
り、社会に貢献している意識などを盛り込み、新しい経営の価値観を明確な形とした「クレド」にある経
営理念にて、「地域社会に貢献し必要とされる会社であること」を掲げております。この考え方は持続
可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指すものであり、スタッフひとりひとりが自分ごとと考え、誠
実に事業活動に取り組むことにより、SDGｓの達成に貢献していきます。

古郡ホーム　株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会
社会貢献活動を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
彩の国ロードサポート：5回/年・延べ50人

＜2030年に向けた指標＞

彩の国ロードサポート：5回/年・延べ100名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

彩の国ロードサポート：5回/年・延べ80名

経済
国産材利用を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
国産材使用量:約897.19：㎥/年

＜2030年に向けた指標＞

1200㎥/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

1,000㎥/年



宣 言 日 令和６年　5　月　14　日

住 所 埼玉県入間市宮寺632-2

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社　宝製作所

代表者役職 氏名 代表取締役　本橋 里志

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

女性リーダー(部門長)の推進
＜(現状値)2023年の数値＞
女性リーダー割合：50％(2人/4人)
※部門長・・・部門内の業務の取りまとめ役

＜2030年に向けた指標＞

女性リーダー割合：50％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

女性リーダー割合：50％

宝製作所協力会（32社）へSDGｓの取り組
み活動の報告をし、活動する企業を増や
す。また、従業員の有給休暇取得率向上を
図る。
＜(現状値)2023年の数値＞
①SDGs活動企業：16社
②有給休暇取得率：73％

＜2030年に向けた指標＞

①20社　　②平均80％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①16社　　②平均75％

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2020年比　50％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2020年比　20％削減(達成済)

PDFを活用し、コピー用紙使用量を削減
する。
＜(現状値)2023年の数値＞
コピー用紙使用量：20,000枚/年
(2020年実績：30,000枚)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は企業理念である「感謝・一体感・成長」に基づき、全従業員一人一人が取り組みを行いSDGsの
達成に貢献していく。様々な目線から物事を見ていき弊社だけではなく協力メーカーへ活動を広げて
いきSDGsの達成に貢献する。地域社会及び環境問題に貢献する。

株式会社　宝製作所

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和6年5月21日

住 所 埼玉県川越市脇田本町13-5 川越第一生命ビル7F

県 内 企 業 等 の 名 称 第一生命保険株式会社川越支社

代表者役職 氏名 支社長　上原 孝之

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年度比 30％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2023年度比 20%削減

会議資料の印刷削減や、新契約や保全手
続きのデジタル化の推進に伴うペーパー
レス化の推進。
＜(現状値)2023年の数値＞
OA用紙発注箱数：1,100箱/年
(参考　2019年：1,747箱/年)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の経営理念である「お客さま第一」主義のもと、当支社のビジョン「SDGs川越支社！感動・共感・
安心のお届け！」に基づき行動し、地域社会の発展に貢献する。
この考え方は持続可能な開発目標(SDGs)と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実
に事業活動に取組むことにより、SDGsの達成に貢献していく。

第一生命保険株式会社川越支社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

社会貢献活動の推進を目指し、自治体および地
元警察・地域企業との協働。 献血活動を通じた
社会貢献・健康支援。
＜(現状値)2023年の数値＞
地域企業とのコラボレーション：　合計20団体
/年（年間12団体との協働・２自治体と協定締
結・6つの自治体に協力事業者として登録・届
出を実施）

＜2030年に向けた指標＞

自治体、地元警察・地域企業とのコラボレーション：50団体/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

自治体、地元警察・地域企業とのコラボレーション：24団体/年

経済

女性活躍の推進を目指した正社員雇用の拡充
および指導者層への登用拡大。
＜(現状値)2023年の数値＞
①女性生涯設計デザイナー(営業職員)数：３１４
名
②機関長・育成担当者の女性比率：７７％（１７
名/２２名)

＜2030年に向けた指標＞

①420名　②85％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①350名　②80％



宣 言 日 令和6年6月12日

住 所 埼玉県草加市高砂２－１８－９

県内企業等の名称 有限会社プリド

代表者役職 氏名 代表取締役　五十嵐 洋子

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な人材が働ける職場づくりの推進。
＜(現状値)2023年の数値＞
①女性の雇用数：1名/1名
②高齢者(60歳以上)の雇用数：0名/1名

＜2030年に向けた指標＞

①10名　②5名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①3名　②1名

社員参加型・社会貢献活動の推進。
＜(現状値)2023年の数値＞
①地域の子供を対象にしたお金の勉強会
の開催：1回/年
②草加市社協への寄付：0円/年

＜2030年に向けた指標＞

①10回/年　②100,000円/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①3回/年　②30,000円/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①100％　②80％　③100％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①50％　②50％　③100％

ペーパーレス化、再生紙利用で紙の廃棄を
抑え、環境や資源に配慮。
＜(現状値)2023年の数値＞
①保存資料のペーパーレス化：30％
②提出資料のペーパーレス化：30％
③再生紙利用率：100％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は経営理念である「Positive Life Design 知識と実践で人生をもっと前向きに」に基づき行動
し、地域社会の発展に貢献する。
この考え方は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実
に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していく。

有限会社プリド

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　５月　１７日

住 所 埼玉県富士見市水谷1-1-27

県 内 企 業 等 の 名 称 斉藤商事株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役社長　尾島　敏也

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

環境商品（ジェンダー対応、ECO、省エネ
など機能素材商品の販売数拡大を目指
す。
＜（現状値）2023年の数値＞
環境商品：30％（104,642枚
/457,995枚)

＜2030年に向けた指標＞

販売枚数に対し36％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

販売枚数に対し32％

社員参加型地域の美化活動及び、廃棄ロ
ス削減を目的とする還元セールを実施す
る
＜（現状値）2023年の数値＞
美化活動：12回/年・のべ180人

＜2030年に向けた指標＞

20回/年・のべ300人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

15回/年・のべ225人

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

128ｔCo2削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

108ｔCo2削減

カーボンオフセットユニフォームの販売を
通しCo2を削減する
＜（現状値）2023年の数値＞
Co2排出量：85ｔCo2削減

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

持続可能な開発目標『SDGｓ』のつくる責任・つかう責任に関連し、ユニフォームの販売を通して「お客
様に感動を与え、お客様の心を豊かにする」をもとに、地域社会、地域住民の方々から信頼される企業
を目指して参ります。豊かな自然を次の世代に残すため、社員一丸となり環境保全活動を積極的に推
進し、持続可能な環境、経済、社会づくりに貢献することを宣言します。

斉藤商事株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　5月 1日

住 所 埼玉県吉川市川藤１８０８

県 内 企 業 等 の 名 称 北日本物産(株)吉川営業所

代表者役職 氏名 関東支店長　神永 一志

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年比　50%削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2023年比　30%削減

コピー用紙の使用枚数を削減する。
＜(現状値)2023年の数値＞
コピー用紙使用枚数：26,500枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の経営理念である「地域社会と地球環境に貢献するとともに、関係するすべての人々の幸福を追
求する」　この考え方は接続可能な開発目標（SDGs）と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひと
りが目標を持って事業活動に取り組むことにより、SDGsの達成に貢献していく。

北日本物産(株)吉川営業所

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

安全で安心な暮らしを実現するために安
心して使用して頂ける供給体制と保安の
完全実施を図る。
＜(現状値)2023年の数値＞
地域防災訓練の実施：1回/年

＜2030年に向けた指標＞

地域防災訓練:2回/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

地域防災訓練:1回/年

経済

CO2排出量の削減に寄与する環境配慮型
商品を中心とした提案活動を行う。
＜(現状値)2023年の数値＞
①ガスヒートポンプエアコン(GHP)：1台
(累計)
②ハイブリッド給湯器：５台(累計)

＜2030年に向けた指標＞

①GHP：70馬力　7台(累計)　②ハイブリッド給湯器：35台(累計)

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①GHP:30馬力　3台(累計)　②ハイブリッド給湯器：15台(累計)



宣 言 日 令和６年　4月　24日

住 所 埼玉県川口市青木1-20-16

県 内 企 業 等 の 名 称 有限会社　フタバ

代表者役職 氏名 代表取締役　網谷 徹己

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

育児中の女性を管理職へ登用する。また、
オーガニック商品を展開する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①女性管理職人数：1人/2人
②オーガニック商品：1種類（バーム)

＜2030年に向けた指標＞

①2名　②累計　15種類

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①１名　②累計　5種類

地域のごみ拾い活動を実施する。育児中の家
族や障がいの方の健康サポートヨガを実施す
る。ワクチン寄付と障がい者の方々への支援活
動としてエコキャップ回収する。※ワクチン1個
当たり約800個
＜(現状値)2023年の数値＞
①ごみ拾い活動：0回
②ヨガ：未実施　③ワクチン寄付：5個相当

＜2030年に向けた指標＞

①4回/年・のべ2名 ②4回/月 ③10個/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①1回/年・のべ1名　②1回/月　③5個/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

20%

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

10%

エコ商品を使用する。
＜(現状値)2023年の数値＞
エコ商品（消耗品）の使用率：5％(1/20品
目)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

弊社は創業時の「製品から信頼をうみだす」を土台に、今後は「人を繋いで幸せを奏であう」会社として
地球や人に優しい選択を提供し、「埼玉版SDGｓ」に貢献します。
１７項目でできることを常に念頭に置き精進しつつ、特に「すべての人に健康と福祉を」「住み続けられ
るまちづくりを」「陸の豊かさも守ろう」の3項目について力を入れ、ＳＤＧｓの達成に貢献していきま
す。

有限会社　フタバ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　5月　21日

住 所 埼玉県川口市川口4-3-40

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社レボル

代表者役職 氏名 代表取締役　平井 伸幸

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

20２３年対比　20％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

20２３年対比　１0％削減

エネルギー使用量を削減する。
＜(現状値)2023年の数値＞
電気使用量：227,551KWh/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は経営理念である『美容業を通じて経済社会に貢献する』に基づき行動し、地域社会の発展に貢
献する。この考え方は持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひと
りが誠実に事業に活動に取り組むことにより、SDGｓの達成に貢献していく。

株式会社レボル

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

障碍者支援として、障碍者の方々のアート
活動の支援・寄付をする。また、町の清掃
活動をする。
＜(現状値)2023年の数値＞
①障碍者支援寄付:24万円/年
②街の清掃活動：６回/年・のべ60人

＜2030年に向けた指標＞

①100万円/年　②24回/年・のべ360人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①50万円/年　②12回/年・のべ150人

経済

多様な働き方を推進する。また、美容業を
通じてお取引先サロン様との輪を広げる。
＜(現状値)2023年の数値＞
①従業員平均年次休暇所得日数：7日/年
②お取引先サロン様：500店舗(累計）

＜2030年に向けた指標＞

　①11日/年　②900店舗(累計)

＜取組開始３年後に向けた指標＞

　①9日/年　②600店舗(累計）



宣 言 日 令和６年　5　月　　21日

住 所 埼玉県川口市安行領根岸946-6

県 内 企 業 等 の 名 称 Clover５Service

代表者役職 氏名 代表　浅倉 恵美

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済
女性が活躍できる職場作りを推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
女性従業員の雇用人数：１名/３名

＜2030年に向けた指標＞

１５名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

５名

自然環境整備の一環として、川や公園での
清掃活動を実施する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①自然環境美化活動：３回/年・延べ９人
②廃棄物回収量：0.06ｔ/年

＜2030年に向けた指標＞

①7回/年・延べ２１人　②0.14ｔ/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①４回/年・延べ１２人　②0.08ｔ/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年比　３０％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2023年比　１５％削減

３Rのエコ活動にて廃棄物排出量を削減す
る。
＜(現状値)2023年の数値＞
廃棄物排出量:0.96ｔ/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は経営理念である「３Rのエコ活動と女性活躍の場の推進」に基づき行動し、地域社会の発展に貢
献する。
この考え方は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実
に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していく。

Clover５Service

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　4月　30日

住 所 埼玉県川口市領家3-10-2

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社こまむぐ

代表者役職 氏名 代表取締役　小松 和人

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

他ブランド・市内企業・おもちゃ作家ともコラ
ボ、開発を行い、技術や伝統の普及を行う。
＜(現状値)2023年の数値＞
①コラボ製品：なし（自社開発自社製品のみ）
②川口市内木材利用商品：なし

＜2030年に向けた指標＞

①5製品（累計）　②5商品（累計）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①1製品（累計）　②１商品（累計）

多様な雇用、柔軟な働き方を推進し、公私
ともに幸福度の高い人財を育む。
＜(現状値)2023年の数値＞
①障がい者雇用人数：0名/7名
②有給休暇平均取得日数：9日/年

＜2030年に向けた指標＞

①3名　②15日/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①１名　②12日/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①60％　②40％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①55％　②２０％

製品に使用する木材を、FSC認証材、国産材な
どに切り換え、森林の保護に取り組む。
＜(現状値)2023年の数値＞
①FSC認証材の使用：50％(250本/500本)
②国産材の使用：5％未満(20本/500本)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

経営理念「子どものよりよい笑顔のために」をもとに経営をしています。弊社では10年ビジョンを掲
げ、「外部環境」「マーケティング」「マネジメント」「財務」の4つから経営計画を策定。それぞれの10年後
の達成目標とSDGｓを紐づけています。また毎期行う経営指針発表会では計画の実践状況の把握と
定点観測を行います。
理念の通り、2030時点までに自社の事業を通じて、子ども達を取り巻く環境をどのように改善する
事ができるか。全社一丸となり考え、取り組んでまいります。

株式会社こまむぐ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和6年5月7日

住 所 埼玉県さいたま市大宮区吉敷町四丁目13番地2

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社コーセツコンサルタント関東支店

代表者役職 氏名 支店長　熊谷　崇志

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な人材が活躍できる職場づくりに努
める。また、水の効率的な利用、管理と水
質の向上を図る。
＜(現状値)2023年の数値＞
①女性の雇用割合：27％（5人/18人）
②上水道の業務取組数：15件/年
③下水道の業務取組数：31件/年

＜2030年に向けた指標＞

①35％　②20件/年　③35件/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①30％　②17件/年　③33件/年

社会貢献活動を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
ウォーターエイドへの寄附：3６,000円/年

＜2030年に向けた指標＞

60,000円/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

4８,000円/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

7％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

3％削減

コピー用紙の使用枚数削減に取り組む。
＜(現状値)2023年の数値＞
使用枚数：181,100枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

　当社は建設コンサルタントとして、社会資本全般のインフラ整備に貢献してきている。また当社の経
営理念「優れた技術力と豊富な経験を活用し、高品質なサービスの提供により社会公共の発展に寄与
し、顧客と社員の期待に応える企業を目指す。」に取り組み、地域社会の発展に努めている。当社の事
業内容、経営理念に誠実に取り組んでいくことにより、開発目標（SDGs）の達成へ貢献していく。

株式会社コーセツコンサルタント関東支店

取組方針を下記のとおり宣言します。

社会



宣 言 日 令和６年　5月　21日

住 所 埼玉県さいたま市大宮区宮町４－１３８　金周ビル４階

県 内 企 業 等 の 名 称 二幸産業株式会社関東支社

代表者役職 氏名 支社長　緒方 学

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済
女性の正規雇用の拡大。
＜(現状値)2023年の数値＞
女性の正規雇用者数：2名/４名

＜2030年に向けた指標＞

6名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

3名

障害者雇用を促進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
障害者雇用者数：5名/２３７名

＜2030年に向けた指標＞

１０名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

7名

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

20２3年比　13％削減　63,600枚/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

20２3年比　6％削減　68,500枚/年

コピー用紙の使用枚数の削減。
＜(現状値)2023年の数値＞
コピー用紙使用枚数：73，000枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の経営理念である「お客様第一主義・社員の生活向上と成長」に基づき行動し、地域社会の発展及
び社員一人一人の成長に貢献する。この考え方は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）と同じ方向を目指すも
のであり、社員一人一人が誠実に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していく。

二幸産業株式会社関東支社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　5　月　15　日

住 所 埼玉県川越市広栄町24-3

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社日本エコジニア

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　渋谷巧

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な人材が活躍できる職場作りとして、子育
て世代の女性の雇用を広げる。
＜(現状値)2023年の数値＞
子育て世代の女性割合：50％(8人/16人)

＜2030年に向けた指標＞

60%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

55%

社員参加型の社会貢献活動を実施する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①こども未来フェスタ：社員参加60％
②外国人就労者資格取得支援：社員参加60％

＜2030年に向けた指標＞

①社員参加100％　②社員参加100％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①社員参加65％　②社員参加65％

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2023年比　10％削減　②電気自動車の導入率70％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2023年比　5％削減　②全車ハイブリッド車へ移行

環境配慮型車両に切り替え、ガソリン使用量を
削減する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①ガソリン使用量：150ℓ/月(一人当たり)
②ハイブリッド車：17台/19台

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の企業理念である「先進国企業としてのプライドを持ち、世界の仲間と助け合おう」に基づき行動し、外国人就
労者の方々と交流し、地域社会の発展に貢献する。
この考え方は、持続可能な開発目標(SDGｓ)と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動
に取り組むことにより、SDGｓの達成に貢献していく。

株式会社日本エコジニア

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　　７月　　２日

住 所 埼玉県日高市高萩東3-11-1

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社　住田工務店

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　坂口 政名

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

外国人技能実習生の雇用を拡大するため、労
働環境、労働条件についても、日本人同等の待
遇を維持し、かつ技能が卓越した労働者に関し
て随時昇給を行う。
＜(現状値)2023年の数値＞
外国人特定技能生：１１名在籍

＜2030年に向けた指標＞

外国人特定技能生、雇用２５名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

外国人特定技能生、雇用１０名維持

地域清掃活動を行い、地域の美化、地域の安全
を高めていく。
＜(現状値)2023年の数値＞
地域清掃活動：２回/年・延べ２０人

＜2030年に向けた指標＞

4回/年・延べ４０人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

２回/年・延べ２０人

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

100%

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

100%

建築使用木材を木質バイオマス発電燃料として
リサイクルする。
＜(現状値)2023年の数値＞
建設使用木材バイオマス発電燃料利用
率:100%
※宣言当初の目標を達成済の為、引続き取組
を継続していく。

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の経営理念である『一歩先の「ありがとう」につながる施工を』に基づき行動し、建設を通して地域社会の発

展に貢献する。この考え方は持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指すものであり、社員一人一人が誠実
に事業活動に取り組むことによりＳＤＧｓの達成に貢献していく。

株式会社　住田工務店

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　　5月　　2日

住 所 埼玉県狭山市上広瀬１２３６－１

県 内 企業 等の 名称 株式会社鴨下商店

代表者役職 氏名 代表取締役　鴨下 治郎

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

当社は基本理念である「使用済み自動車の適正・適法な廃車処理においてリユース・リデュース・リサイ
クル事業活動の柱として地球環境の保全」を重要課題として取り組み地域社会の発展に貢献する。この
考えは持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指すものであり、SDGｓの達成に貢献していく。

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

２０23年比　20％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

２０23年比　5％削減

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

株式会社鴨下商店

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

＜2030年に向けた指標＞

経済

＜2030年に向けた指標＞

0.10%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

0.20%

30%

3Rの促進、リサイクル部品活用の向上に
よりCO2を削減する。
＜(現状値)2023年の数値＞
CO2排出量:313ｔ/年

女性雇用率を上げる。
＜(現状値)2023年の数値＞
女性雇用率：15％(5人/34人)

持続可能な経営の実現のため、商品、サー
ビスの安全性、品質保証の維持、クレーム
率の低減を図る。
＜(現状値)2023年の数値＞
クレーム率：0.27％(30件/10,980件)

＜取組開始３年後に向けた指標＞

20%



宣 言 日 令和６年　5　月　13　日

住 所 埼玉県三郷市早稲田2-14-4

県 内 企 業 等 の 名称 宗教法人　高応寺

代表者役職 氏名 住職　酒井 菜法

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

コロナ禍により全ての業種が不景気となり、若年層の
貧困や自死が増えている。その為継承やお金を気に
する事無く従来の墓地よりも気軽に入れる永代供養
墓や樹木葬など誰一人取り残すことなく供養でき、
遺された人の心のケアも出来るような低価格墓地を
用意することで救済できる。
＜(現状値)2023年の数値＞
低価格墓地：200件（累計）

＜2030年に向けた指標＞

３５０件（累計）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

２50件（累計）

コロナ禍により不安や不満が社会全体を一層脅かし、
子どもの不登校や大人の鬱が増えている。ストレス軽
減し心身共に健康である為にはサードプレイスが必
要。サードプレイスとして高応寺が老若男女問わず誰
でも心穏やかになれる企画を女性住職と地域の専門
家が連携して行う事で公共性のある寺院としてケア
し拠り所となる。
＜(現状値)2023年の数値＞
サードプレイスとしての利用者:150人/月

＜2030年に向けた指標＞

220人/月

＜取組開始３年後に向けた指標＞

　190人/月

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏ま
え、「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載
してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

累計20人

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

累計9人

樹齢400年の松や天然記念種の森青蛙、ホタルなど
が引き続き生息できるよう境内の小川と池、樹木な
どを極力無農薬で管理する。その為、今までは高応寺
で維持していた自然保護を支援者を集う事で持続可
能となり、自然への理解、共生も次世代へ教育にな
る。
＜(現状値)2023年の数値＞
自然保護支援者：累計0人

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

創建400年の伝統仏教寺院（地域資源）として日本文化の継承、日本庭園の自然保護（ホタル・森青蛙・
野鳥・樹木）、女性住職と地域の専門家（人的リソース）が連携したサードプレイス活動（がんカフェ・子ど
も食堂・マルシェ・ヨガ・書道・写経・毎朝坐禅・宇宙講演会・中学生職業体験・企業ストレスケア・マインド
フルネス瞑想・悩み相談・不登校ケア・被災者支援・貧困支援・災害時井戸水支援・メディア・出版・動画
配信・梵鐘）を持続可能で穏やかな社会を作る為に引き続き行う。国連がＳＤＧｓを提言したから急遽行
うのではなく、「だれでも心穏やかになれるお寺」を地域の為に開き誰一人取り残さない救済を仏教の
慈悲の精神で継続する。地域資源である高応寺が地域の人的リソースと共に仏教的ケアを公共的に行
う為、他にはないSDGｓの取り組みが出来る。

宗教法人　高応寺

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　　7月　　9日

住 所 埼玉県ふじみ野市亀久保１６４６－７

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社サンユウ

代表者役職 氏名 代表取締役社長　森 和佐

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年比 20%削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

202３年比 10％削減

ＣＯ2排出量の削減及びペーパーレス推進
によるコピー用紙使用枚数の削減に取り
組む。
＜(現状値)2023年の数値＞
コピー用紙使用枚数：20,700枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は経営理念である「企業は永遠に残り続けることを目指すべきである。」に基づき行動し、地域社
会の発展に貢献する。この考え方は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）と同じ方向を目指すものであり、社
員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していく。

株式会社サンユウ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

ワークワイフバランスの取り組みとして、
従業員の年次有給休暇取得を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
有給休暇平均取得率：76.8％

＜2030年に向けた指標＞

100%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

80%

経済

ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）を推
進し、持続可能な社会を実現する担い手を
育成する。環境、防災、エネルギー、コンプ
ライアンス教育を実施する。
＜(現状値)2023年の数値＞
受講率：77％(10人/13人)

＜2030年に向けた指標＞

100%受講

＜取組開始３年後に向けた指標＞

80%受講



宣 言 日 令和６年　５月　１５日

住 所 埼玉県行田市壱里山町１-１

県 内 企 業 等 の 名 称 岩崎電気株式会社　埼玉製作所

代表者役職 氏名 取締役 上席執行役員 埼玉製作所長　上原 純夫

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

女性の採用者数(新卒・キャリア共)を定
め、女性の活躍を支援する。
＜(現状値)2023年の数値＞
女性の採用者数：4名/20名
(当初の目標達成済の為、引続き同水準を
目指して取り組んでいく)

＜2030年に向けた指標＞

4名(達成済)

＜取組開始３年後に向けた指標＞

3名(達成済)

JR行田駅、埼玉製作所周辺の清掃活動を
地域社会貢献活動として定期的に実施す
る。
＜(現状値)2023年の数値＞
定期清掃回数：1回/年・延べ２８人

＜2030年に向けた指標＞

6回/年・延べ１５０人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

3回/年・延べ７５人

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

100%

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

90%

エネルギー消費効率の高いLED照明機器
の開発・提案を継続的に推進し、照明事業
におけるLED照明販売構成比の向上を図
り、省エネルギー化に貢献する。
＜(現状値)2023年の数値＞
照明事業のLED構成比：83%

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

岩崎電気グループは「光テクノロジーを通して豊かな社会と環境を創造する」を企業理念に、常に高い
ビジョンを設定し、先見性と想像力によって着実に目標を達成することに努力してまいりました。照明
事業と光・環境事業において、これまで培ってきた光技術と新たな技術の結合により、独自性のある商
品開発と周辺事業を含めたソリューションビジネスの展開を図り、より一層付加価値を高めた商品・
サービスの提供を推進し、社会とともに持続的に成長しながらSDGsの達成に貢献してまいります。

岩崎電気株式会社　埼玉製作所

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年 7 月 10 日

住 所 埼玉県川越市旭町2-21-26

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社ふくしま

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役社長　福島 穀春

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年比　10％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2023年比　5％削減

使用していない部屋やフロアの消電、夏季時期
（5～9月）のクールビズ、冷蔵・冷凍倉庫の温度
監視強化などにより、全社で使用している電気
使用量を削減する。
＜(現状値)2023年の数値＞
電気使用量：898,286KWH /年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

1. 省エネルギー、省資源による環境負荷の低減で、地球環境を保全していきます。
2. 安心・安全で、働きがいのある職場環境づくりを実現していきます。
3. 安心・安全な食材とサービスを提供し、フードロス削減に取り組みます。

株式会社ふくしま

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

消灯時間の徹底（本社２０時・物流２１時）、土曜
出勤日の定時退社、残業時間の日毎のピッチ管
理（商品管理課・配送課）等により、実労働時間
を削減する（正社員）。
＜(現状値)2023年の数値＞
実労働時間（一人当たり）：183時間/月

＜2030年に向けた指標＞

5時間/月　削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2時間/月　削減

経済

価格表商品（在庫品）の売上構成比65％を目
指し、滞留商品の管理徹底と早期販売、入出荷
データ管理強化などにより、食品廃棄量を削減
する。
＜(現状値)2023年の数値＞
廃棄商品額：3,526千円/年

＜2030年に向けた指標＞

2023年比　20％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2023年比　10％削減



宣 言 日 令和６年　5月 11日

住 所 埼玉県川越市むさし野4-2　BLオフィスe

県 内 企 業 等 の 名 称 e-cube care株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　榎本 広行

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

経済

より質の高い介護サービスの提供と、有資
格者による加算取得を目指すため、無資格
職員の資格取得を推進していく。
＜(現状値)2023年の数値＞
無資格者：7%(5人/70人)

＜2030年に向けた指標＞

2%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

5%

社会

埼玉県介護職員雇用推進事業に協力し、
介護職チャレンジ受入企業として研修生の
受け入れや、各種学校からの実習生の受け
入れを促進していく。
＜(現状値)2023年の数値＞
研修生受け入れ数:8名/年

＜2030年に向けた指標＞

15名/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

10名/年

「共に考え工夫し　共に喜び分かち合う」という当社の経営理念に基づき、持続可能な開発目標（SDG
ｓ）について全社員が工夫し取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していく。

指　標

環境

社用車（ガソリン車）を、環境配慮型車両へ
換えていく。
＜(現状値)2023年の数値＞
環境配慮型車両の割合:38％(10台/26
台)

＜2030年に向けた指標＞

50%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

40%

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

(様式第２号)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

e-cube care株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

記



宣 言 日 令和６年　５月２０日

住 所 埼玉県さいたま市浦和区岸町7-1-4

県 内 企 業 等 の 名 称 荏原実業株式会社　関東支社

代表者役職 氏名 支社長　柳本　将道

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

(様式第２号)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

荏原実業株式会社　関東支社

取組方針を下記のとおり宣言します。

記

弊社の経営理念「豊かな人間環境の創造を目指して社会に貢献する」は、SDGｓの理念と同じ方向性
であり、社員個々の意識が向上する事で、社会貢献への視点を持ち仕事に取り組むことまた生活への
変化をもたらすことを目的とします。この考え方は持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指す
ものであり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献致しま
す。

指　標

環境

事業活動に伴う社有車の環境配慮型車両
比率の向上を図る。
＜(現状値)2023年の数値＞
環境配慮型車両比率：84％(16台/19台)

＜2030年に向けた指標＞

100%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

95%

社会

地域の清掃活動や社会貢献を行う。
＜(現状値)2023年の数値＞
①会社周辺の清掃活動：12回/年・延べ
120人
②外部ボランティア活動：3回/年・延べ30
人

＜2030年に向けた指標＞

①48回/年・延べ480人　②5回/年・延べ50人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①２4回/年・延べ240人　②4回/年・延べ40人

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

経済
働き方改革を行い、生産性を向上させる。
＜(現状値)2023年の数値＞
リモートPC普及率：88％(22台/25台)

＜2030年に向けた指標＞

リモートPC普及率：100％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

リモートPC普及率：95％



宣 言 日 令和６年　５月　１日

住 所 埼玉県さいたま市西区西大宮3-19-12独歩ビル1階

県 内 企 業 等 の 名 称 社会福祉法人独歩

代表者役職 氏名 理事長　串田 哲也

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

限りある地球資源を原材料とするコピー
用紙使用量削減。
＜(現状値)2023年の数値＞
コピー用紙使用量：１０,000枚/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

５,000枚/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

９,000枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当法人の経営理念である「三方良し」に基づき、売り手（当法人）、買い手（障害当事者）、世間（地域）の
三方において必要とされる企業行動をおこない、地域社会の発展に貢献したい。この考えはSDGｓの
持続可能な開発目標と同じ方向を目指すものであり、より地域に根差した社会福祉事業の推進をおこ
なっていく。

社会福祉法人独歩

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

＜2030年に向けた指標＞

①参加者数：１０００人/月　　②登録者数：累計６５０人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①参加者数：７００人/月　　②登録者数：累計５５０人

経済

＜2030年に向けた指標＞

①所定外労働時間：３時間/月　　②有給消化率：８０％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①所定外労働時間：５時間/月　　②有給消化率：４５％

地域コミュニティ型子育て児童センター
「ドッポクラブ」の地域への働きかけによる
参加者数の増加。
＜(現状値)2023年の数値＞
①参加者数：１５０人/月
②「ドッポクラブ」LINE公式アカウント登
録者数：累計４５０人

ワーク・ライフ・バランスの徹底と充実。
＜(現状値)2023年の数値＞
①平均所定外労働時間：８時間/月
②有給消化率：３０％（年５日以上）



宣 言 日 令和６年　5月 17日

住 所 埼玉県行田市埼玉4861-1

県 内 企 業 等 の 名 称 山本食品工業株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役社長　山本 正憲

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な働き方を推進のため、高齢者及び
障害者の雇用する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①高齢者(60歳以上)の雇用比率：17％
(30人/180人)
②障害者の雇用比率：1.67％(3人/180
人)

＜2030年に向けた指標＞

①20％　②2.7％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①20％　②2.7％

社会貢献として、埼玉県・行田市・地域の小
学校・中学校また、日本赤十字社、京都大
学ips細胞基金の寄附。
＜(現状値)2023年の数値＞
①備品を寄附した学校：2校
②地域の公共機関及びips細胞基金等へ
の寄附金：500万円/年

＜2030年に向けた指標＞

①2校　②500万円/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①2校　②400万円/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年比　①20％削減　②20％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2023年比　①5％削減　②5％削減

エネルギー使用量の削減及び生ゴミの削
減。
＜(現状値)2023年の数値＞
①エネルギー使用量：2,194,000ｋWh/
年
②生ゴミ廃棄量：74t/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は経営理念である「1,我が社は　従業員にとって　一生懸けても悔いのない　良い会社にしなけれ
ばならない」、「2,我が社は　消費者ニーズに応え　良い商品を造らなければならない」、「3,我が社は
恒久の存続をもって　食生活に貢献しなければならない」に基づき行動し、地域社会の発展に貢献す
る。この考え方は持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ）と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが
誠実に事業活動に取組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献してゆく。

山本食品工業株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和6年5月20日

住 所 埼玉県川越市中原町２－７－８　Ｙ＆Ｌｅｅビル２Ｆ

県 内 企業 等の 名称 イメディカ株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　谷島 賢

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

経済

女性スタッフが働きやすい環境を整備し、雇用
を継続・促進する。また、高齢者の職種転換によ
る雇用延長を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①女性スタッフ：4３名/１８９名（全体の
22.75％）
②高齢者(６５歳以上)雇用延長：108名（全体
の５７％）

＜2030年に向けた指標＞

①53名　②120名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①47名　②115名

社会

全社での外国人社員比率を高めてゆく。また、
介護部門での地域交流件数を増やしてゆく。
＜(現状値)2023年の数値＞
①外国人従業員数：４名/１８９名
②地域交流件数：２件/年

＜2030年に向けた指標＞

①10名　②5件/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①４名　②３件/年

イメディカは、社会貢献を会社理念とし、自家用自動車管理請負業・介護事業・新規事業の観点から「持
続可能な開発目標」に継続的に取り組んで参ります。イメディカが掲げる「地域を結ぶ・人を結ぶ・心を
結ぶ」との基本精神は、SDGsのゴールに通じるものであり、当社事業の推進をＳＤＧｓの目線と合わ
せ、より具体的な目標に向い、その過程に於いて全社一丸となって推進し地域社会の発展貢献に尽く
して参ります。

指　標

環境

派遣部門において、顧客へのEV車両等環境に
やさしい車両への切替推進、及び介護部門使用
エネルギーの再生可能エネルギー切替推進を図
る。
＜(現状値)2023年の数値＞
①環境配慮型車両：０%(０台/１２６台)
②再生電力エネルギー率：４７％相当

＜2030年に向けた指標＞

①５０％　②１００％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①３％　②６０％

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

(様式第２号)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

イメディカ株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

記



宣 言 日 令和６年　5月　21日

住 所
埼玉県さいたま市大宮区土手町
MNビル9F

県 内 企 業 等 の 名 称 コマニー株式会社　さいたま営業所

代表者役職 氏名 所長　吉永浩一

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

埼玉県内の事業者（官民両方）に対し震度７の
加振試験を合格した高耐震間仕切りで、埼玉県
内に安心・安全な空間をご提供する。

＜(現状値)2023年の数値＞
シンクロン納入物件数：30件/年

＜2030年に向けた指標＞

納入実績：80件/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

納入実績：50件/年

D&I推進分科会の発足、女性のエンパワーメン
トを図り、女性が活躍する社内体制の構築を行
う。

＜(現状値)2023年の数値＞
①女性従業員比率：20.6％（255人/1,235
人）
②女性管理職比率：7.9％（18人/229人）

＜2030年に向けた指標＞

①30%  ②20%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①23%  ②12%

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2018年比　50％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2018年比　30％削減

自家消費型太陽光発電システムの導入やグ
リーン電力の購入等にてCO2削減に取り組
む。

＜(現状値)2023年の数値＞
CO2排出量：4,552t/年
(参考 2018年 7,038t)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

コマニーは「すべての人が光り輝く人生を送るために、より良く働き、より良く学び、より良く生きるた
めの持続可能な環境づくり、人づくりに貢献する」を使命とし、あらゆる空間で機能性やデザイン性を
追求した商品を提供している、パーティションのリーディングカンパニーです。SDGsを経営に実装し、
社会課題を解決することを通じて企業価値を最大化することで、私たちの目指す「関わるすべての人
の幸福に貢献する経営」を実現していきます。

コマニー株式会社　さいたま営業所

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　６月　６日

住 所 埼玉県鴻巣市屈巣5158

県 内 企 業 等 の 名 称 社会福祉法人　グラン・ヘリオス会

代 表 者 役 職 氏 名 理事長　森田　亞壽女

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社
会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2023年比　10％削減　②100％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2023年比　5％削減　②50％

エネルギー使用量削減の為、照明のLED化
を図る。
＜(現状値)2023年の数値＞
①エネルギー使用量：772,992kwh/年
②照明LED割合：約25％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当法人は経営理念である「個人個人のライフスタイルと意思の尊重を基本として日々その人らしく暮らすことが出来
る施設と地域社会のオンリーワンをめざします」に基づき、地域社会の発展に貢献する。この考え方は持続可能な開
発目標（SDGS）と同じ方向を目指すものであり、職員一人ひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、SDGS
の達成に貢献していく。

社会福祉法人　グラン・ヘリオス会

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

介護・福祉・教職課程を専攻する実習生の
積極的受け入れを行う。
＜(現状値)2023年の数値＞
実習生：2名/年

＜2030年に向けた指標＞

6名/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

4名/年

経済

多様な働き方を推進する（高齢者の継続雇
用）
＜(現状値)2023年の数値＞
高齢者（60歳以上）の雇用比率：27％
(27人/100人)

＜2030年に向けた指標＞

30%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

28%



宣 言 日 令和6年6月3日

住 所 埼玉県さいたま市北区宮原町3-372

県 内 企 業 等 の 名 称 アート食品株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　田島 郁也

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①90回/年　②5000枚/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①120回/年　②10000枚/年

リモートワークによる営業、情報交換等を進
め、出張頻度を軽減する。また、社内のペー
パレス化を実施、報告書類等の印刷物を削減
する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①レンタカー使用他県出張回数：180回/年
②法令保管書類除く用紙使用：13,000枚/
年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

近年需要が高まる野菜加工品のカット野菜生産処理技術において、弊社では長年基礎研究、量産化技
術開発を進めて来ました。この技術は、従来型製法に比べ製造時の使用水、排水量の大幅な削減、時間
あたりの労働生産性向上、原料、製品の廃棄ロスの削減に繋がります。今後、この技術を広く情報公開
を進め、同業種企業間との技術提携を推進していきます。社内では、事業推進担当の増員。提携企業先
では、製造技術者の育成カリキュラムの作成と実践。働き方、労働環境、労働時間の改善、フードロスの
削減等広く提唱し、ＳＤＧｓの達成に貢献していきます。

アート食品株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

国内、海外問わず技術者の養成者増を実
施する為、技術の情報公開（特許化）と量
産化に向けたモデル機の取得による技術
者の養成を進める。
＜(現状値)2023年の数値＞
①国内技術者養成：3名/年
②東南アジア等海外技術者：0名/年

＜2030年に向けた指標＞

①8～10名/年　②2名/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①７名/年　②2名/年

経済

弊社、野菜加工の生産処理技術を提携先
企業に展開し、水の使用量削減、労働生産
性の向上、廃棄ロスの削減につなげる。
＜(現状値)2023年の数値＞
提携先企業：1社1事業所/年

＜2030年に向けた指標＞

50社60事業所(2023年からの累計)

＜取組開始３年後に向けた指標＞

３社４事業所(2023年からの累計)



宣 言 日 令和6年7月2日

住 所 埼玉県川越市中原町２－８－２

県 内 企 業 等 の 名 称 イーグルトラベル株式会社

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　谷島 賢

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

経済

地域の魅力再発見ツアー及び高齢者向けツ
アーを実施する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①地域の魅力再発見ツアー実施数：3件/年
②高齢者向けツアー実施数：1件/年

＜2030年に向けた指標＞

①６件/年　②3件/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①3件/年　②3件/年

社会

地域街づくりイベントへの協力及び地域外郭団
体への参画をする。
＜(現状値)2023年の数値＞
①協力件数：3件/年
②参画数 ：１件/年

＜2030年に向けた指標＞

①10件/年　②6件/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①6件/年　②3件/年

イーグルトラベルは、社会貢献を会社理念とし、地域密着の旅行業の観点から「持続可能な開発目標」に継続的に取
り組んで参ります。
イーグルトラベルが掲げる「地域を結ぶ・人を結ぶ・心を結ぶ」との基本精神は、SDGsのゴールに通じるものであ
り、当社事業の推進をＳＤＧｓの目線と合わせ、より具体的な目標に向い、その過程に於いて全社一丸となって推進
し地域社会の発展貢献に尽くして参ります。

指　標

環境

環境対策に取り組んでいるバス会社及び宿泊
等の施設との契約を増やす。また、社内のペー
パーレス化を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①契約率：5％
②コピー用紙使用量：3万枚/年

＜2030年に向けた指標＞

①100％　②75％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①25％　②50％削減

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

(様式第２号)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

イーグルトラベル株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

記



宣 言 日 令和6年5月17日

住 所 埼玉県狭山市新狭山１－１３

県 内 企 業 等 の 名称 株式会社ユース

代表者役職 氏名 代表取締役　石田 友克

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

環境配慮型商品の売上の向上。障害者雇
用数の維持並びに増加。地域貢献事業の
開催。
＜(現状値)2023年の数値＞
①売上額：3,526万円/年
②障害者雇用数：２名/91名
③地域貢献事業：3回/年

＜2030年に向けた指標＞

①5,000万円/年　②3名　③3回/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①4,000万円/年　②２名の維持、または３名　③3回/年

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

①健康増進手当(非喫煙者手当)の支給と健康
増進の啓蒙による喫煙率の低減。②書籍購入
補助制度による書籍購入、知識増進。③社内で
の献血事業の開催・継続。
＜(現状値)2023年の数値＞
①社員の非喫煙率：47.2％(17人/36人)
②64件/年　③2回/年

＜2030年に向けた指標＞

①65％　②100件/年　③２回/年の継続

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①60％　②80件/年　③２回/年の継続

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏ま
え、「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載
してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①15％　②１０台　③18km/ℓ

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①５％　②５台　③18km/ℓ

エネルギー使用の改善、再生可能エネル
ギー利用率の向上を図る。また社有車を
環境配慮型車両に切り替える。
＜(現状値)2023年の数値＞
①再生可能エネルギー使用率：1％
②環境配慮型商用車：3台/24台
③平均燃費：14.8km/ℓ

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

　当社は「常に問題意識を持ち積極的に行動する」ことを指針とし、夢と若さをもって前進しお客様中
心の企業活動を通じて人と社会に貢献する事を社是としています。当社はお客様・社会のコストや環境
改善を事業としており、事業活動を通じて持続可能な社会の実現、目標の達成に貢献します。また創業
以来継続している地域貢献活動をより強化していく事で社員やそのご家族の意識の向上を目指しま
す。

株式会社ユース

取組方針を下記のとおり宣言します。



宣 言 日 令和6年5月22日

住 所 埼玉県行田市持田3-4-3

県 内 企 業 等 の 名 称 大野建設株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　大野　哲也

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多用な働き方を推進する。

＜(現状値)2023年の数値＞
①社員の平均有給休暇取得日数：6日/年
②男性社員の育児休暇取得者：0人/年

＜2030年に向けた指標＞

①10日/年　②4人/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①7日/年　②1人/年

社員参加型・社会貢献活動の推進。

＜(現状値)2023年の数値＞
①ロードサポートへの社員参加：2回/年・
延べ42人
②学生インターンシップ受入:1名/年

＜2030年に向けた指標＞

①2回/年・延べ80人　②5名/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①2回/年・延べ50人　②2名/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2023年比　15％削減　②100％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2023年比　5％削減　②90％

環境への影響を明確にし、環境汚染の予防
を図る。

＜(現状値)2023年の数値＞
①新築住宅廃棄物㎥排出量：0.169㎥/㎡
②分別の推進（混合廃棄物量の削
減）:88％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は企業理念である「夢づくり街づくりで社会に貢献しよう」に基づき行動し、地域社会の発展に貢
献する。この考え方は持続可能な開発目標（SDGs）と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひと
りが誠実に事業活動に取り組むことにより、SDGsの達成に貢献していく。

大野建設　株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和6年5月16日

住 所 埼玉県川越市小中居９９１－１

県 内 企 業 等 の 名 称 e-cubeホームテクノ株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　榎本 広行

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

電気使用量：25％削減（2023年比）

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

電気使用量：15％削減（2023年比）

事務所内の照明LED化、節電の意識をさ
らに高め、エネルギー消費量の削減につと
める。また太陽光発電設備の維持管理も
行う。
＜(現状値)2023年の数値＞
電気使用量：約２０,０００kwh/年（川越拠
点）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

　まずは、住生活に携わる企業として、環境や社会、人に優しいの住まいづくりを目指し、実践します。
特に、優れた環境性能と快適性を両立する製品やサービスを提供することにより環境負荷軽減につと
め、加えて、断熱性能向上のリフォームや高性能住宅（新築）の専門性も高め、住宅市場の活性化に貢献
します。そして、多様性を尊重し、だれもが働きやすい企業を目指し、働き方改革や国内外の社会発展
に寄与すべく投資を継続します。

e-cubeホームテクノ株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

働きやすい環境整備として、土日休みの固
定化、年間休日の確保につとめる。また、
JICA（国際協力機構）が発行するソーシャ
ルボンドへ投資する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①年間休日：123日
②JICA投資：1000万/年

＜2030年に向けた指標＞

①年間休日128日＋有給休暇取得推奨５日/年
②JICAへの投資継続：1000万円/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①年間休日：128日　②JICAへの投資：1000万円/年

経済

環境負荷軽減を図る住宅設備機器（玄関
や窓の開口部や水回り設備等）を含んだ取
扱い量増加に努める。
＜(現状値)2023年の数値＞
売上高：12億3千万円/年

＜2030年に向けた指標＞

売上高：2023年比　３０％増加

＜取組開始３年後に向けた指標＞

売上高：2023年比　15％増加



宣 言 日 令和６年　5月　17日

住 所 埼玉県川口市大字石神2059-201

県 内 企 業 等 の 名 称 特定非営利活動法人　JIN愛育センター

代表者役職 氏名 理事　鄭 錦伊

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

経済

介護サービス、障害福祉の事業化により多
様な働き方ができる雇用機会の実現を目
指していく。

＜(現状値)2023年の数値＞
併設サービス：4事業所(累計)

＜2030年に向けた指標＞

５事業所(累計)

＜取組開始３年後に向けた指標＞

４事業所(累計)

社会

地域農家との契約数を増加させることで
地域社会の発展につなげる。

＜(現状値)2023年の数値＞
①契約数：１社/年
②無農薬野菜の供給数：730㎏/年

＜2030年に向けた指標＞

①３社/年　②2,190㎏/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①２社/年　②1,460㎏/年

経営理念である「・貧困をなくそう・飢餓をゼロに・すべての人に健康と福祉を・働きがいも経済成長
も・人や国の不平等をなくそう・住み続けられるまちづくりを」に基づき行動し、地域社会の発展に貢献
する。この考え方は持続可能な開発目標と同じ方向を目指すものであり、社員一人一人が誠実に事業
活動に取り組むことで、SDGｓの達成にも貢献するものと考えます。

指　標

環境

リユース・リデュース・リサイクルを実施し、
廃棄物量の削減に取り組む。

＜(現状値)2023年の数値＞
事業所での廃棄物量：1,095kg/年

＜2030年に向けた指標＞

365㎏/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

730㎏/年

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

(様式第２号)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

特定非営利活動法人　JIN愛育センター

取組方針を下記のとおり宣言します。

記



宣 言 日 令和6年5月17日

住 所 埼玉県朝霞市岡１ー１ー１

県 内 企 業 等 の 名 称 五島工業株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　水久保 幸之助

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

時間外労働時間を削減する。休日を増加する。
また、育児介護等でのフレックスタイム制を導
入する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①平均時間外労働時間：１０時間/月
②休日制度：４週６休制
③育児介護等でのフレックスタイム制：導入率
０％

＜2030年に向けた指標＞

①２０２３年比 10％削減　②４週８休制の実施　③１００％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①２０２３年比 ５％削減　②４週７休制の実施　③５０％

彩の国ロードサポートボランティア活動を継続
実施し、地域の環境美化を推進する。また、　イ
ンターンシップ学生を対象とした職業体験・現
場実習の積極的に受け入れる。
＜(現状値)2023年の数値＞
①ロードサポート：４回/年・延べ人数１２人
②インターン：中学生３名/年・高校生２名/年

＜2030年に向けた指標＞

①１２回/年・延べ３６人　②中学生６名・高校生６名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①６回/年・延べ１８人　②中学生4名・高校生３名

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①20２３年比　１０％削減　②１４．70ｋｍ/ｌ

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

②20２３年比　５％削減　②１２．97ｋｍ/ｌ

ペーパレス化を推進し、コピー用紙の使用枚数
を削減する。また、社用車の燃費を向上する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①コピー用紙使用枚数：1０0,000枚
②社用車の燃費：11.9ｋｍ/ｌ

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の存在する意義である、『もの創りを通してお客様の満足と当社の製品を利用する地域の人々が
安全・安心で快適な生活を実現する』に基づき行動し、地域社会の永続的な発展に貢献する。この考え
方は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが役割を認識し
主役となって堅実・誠実に事業活動に取り組むことにより、SDGsの達成に貢献していく。

五島工業株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　４月２６日

住 所 埼玉県北葛飾郡松伏町ゆめみ野東4-3-6

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社オクヤマ・テクニカルセンター

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役社長　奧山 大介

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

(様式第２号)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

(株)オクヤマ・テクニカルセンター

取組方針を下記のとおり宣言します。

記

当社の経営理念である【信頼と技術であくなき挑戦】に基づき、ねじ製造を通じて、人々の暮らしが安心で豊かなな
社会の実現に貢献する。ＳＤＧｓの目標「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現（ゴー
ル）を目指して環境面・社会面・経済面の側面から社員ひとりひとりが主役となり、全員が目標達成に向けて挑戦し
ていく。

指　標

環境

商用車を環境配慮型車両に切り替える。また、
フォークリフトをバッテリー式に切り替える。
＜(現状値)2023年の数値＞
①環境配慮型車両：７１．４％(５台/7台)
②フォークリフト：100％(6台/6台)

＜2030年に向けた指標＞

①71.4％(達成済み) ②100%(達成済み)

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①71.4％(達成済み) ②100%(達成済み)

社会

超過勤務時間を削減する。また、従業員の有給
休暇取得を促進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①平均時間外労働時間：３２時間/月
②平均有給休暇取得率：７１．３％

＜2030年に向けた指標＞

 ①20時間/月　②75％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①２５時間/月　②７５％

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社
会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

経済

環境に配慮した製品の開発と生産をする。ま
た、障害者、高齢者の雇用を拡大する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①環境に配慮した製品の売上比率：３％
②障害者、高齢者(60歳以上)雇用比率：９．
５％(４人/４２人)

＜2030年に向けた指標＞

①50％　②15％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①２０％　②１０％



宣 言 日 令和6年6月26日

住 所 埼玉県児玉郡上里町七本木３６１１番地３

県 内 企 業 等 の 名 称 天城屋株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　石井 靖彦

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な働き方推進、経営感覚多様性強化
のため、女性役員数の増強を図るととも
に、ワークバランス向上のため平均有給休
暇取日数増加を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①女性役員数：２人
②平均有給休暇取日数：８日/年

＜2030年に向けた指標＞

①３人　②１２日/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①２人　②１０日/年

教育に資するイベントを地域や行政と連携
して実施する。
＜(現状値)2023年の数値＞
「住宅と健康・環境」を学ぶ教育イベントを
地域や行政と連携開催：０回

＜2030年に向けた指標＞

２回/年（のべ20人参加）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

１回/年（のべ１0人参加）

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①20%　②80％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①10%　②60％

脱炭素化に向けた取組を行っていく。
＜(現状値)2023年の数値＞
①電気・燃料電池自動車の使用率：０％
②生ごみ敷地内処理率：０％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は「すべての人々が幸福で満たされますように」との想いを込めた「益々嬉しい」の旗印に基づき
行動し、「最高の家づくり」に本気で取り組んでおります。この考え方はSDGsと同じ方向を目指すもの
であり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、達成に貢献していきます。

天城屋株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　5月15日

住 所 埼玉県川口市西川口３ー１４ー１０

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社ＴＳビルマネジメント

代表者役職 氏名 代表取締役　本田 友彦

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

ひとりひとりの成長を見守り、高齢者や障がい
者、女性が働きやすい環境を提供します。
＜(現状値)2023年の数値＞
①高齢者(65歳以上)の雇用数：３5人/48人
②障がい者雇用数：１人/48人
③女性雇用数：40人/48人

＜2030年に向けた指標＞

①３８人　②２人　③45人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①３５人　②１人　③40人

社会貢献できる寄付（地元自治会、赤い羽
根、こども食堂等）を継続的に行います。
＜(現状値)2023年の数値＞
社会貢献できる寄付額：前年度の純利益
金の0.６３％
（川口市地球温暖化対策基金、川口市社会
福祉協議会）

＜2030年に向けた指標＞

前年度の純利益の１％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

前年度の純利益の０.6％

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2020年比　15％増加　②2020年比　15％増加

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2020年比　15％増加　②2020年比　8％増加

環境に配慮した資機材を使用し、省資源
化、環境負担の低減を図ります。
＜(現状値)2023年の数値＞
①環境配慮型の機材代（強アルカリイオン
生成機（リース））：２７,３６０円
②環境配慮型の資材（中性洗剤）：
20,800円

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

株式会社ＴＳビルマネジメントは、総合ビル管理業務（清掃、警備、設備管理等）や公園、緑地管理業務
等に携わる企業として、高品質なサービスの提供を継続的に行い、すべての人にとって安全で快適な
環境を創造することを目指しています。
この考え方は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実
に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していきます。

株式会社ＴＳビルマネジメント

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　６月　28日

住 所 埼玉県加須市南篠崎1-12-1

県内企業等の 名称 アトミクス株式会社

代表者役職 氏名 工場長　檜野 正睦

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

交通環境整備製品や建物長寿命化製品な
どの社会課題の解決に貢献する製品を開
発する。
＜(現状値)2023年の数値＞
製品開発：5件/年

＜2030年に向けた指標＞

新規・改良品の開発：２５件（累計2023年～2030年）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

新規・改良品の開発：14件（累計2023年～2027年）

社会貢献活動をする。
＜(現状値)2023年の数値＞
①出張授業（学校などへの出前授業）:0回/年
②交通遺児支援活動：１２カ所/年
（埼玉県１、その他１１カ所）
③視覚障碍者の福祉向上支援：全国１カ所/年

＜2030年に向けた指標＞

①２回/年　②１２カ所/年（埼玉１　その他１１）　③1カ所/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

　①１回/年　②１２カ所/年（埼玉１　その他１１）　③1カ所/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載して
ください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

　　①202３年比　５０％削減　②１００％　③８０％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

   　①2023年比　２０％削減　②５０％　③７８％

CO2、ＶＯＣを削減する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①電力によるＣＯ２排出量(加須・久喜工場)：
１，２４１ｔ／年
②営業車のエコカー比率：44％(２３台/５２台)
③全塗料に占める低VOC塗料(加須・久喜工
場)：75％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

会社のあり方を「人と環境にやさしい思いやり」を持つ企業とし、「地球および人の安全と快適さの確保」
をコンセプトに、マテリアリティー（重要項目）を明確にし、SDGsの目標達成に向けて国際社会の一員と
して貢献していく。

アトミクス株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　４月　30日

住 所 埼玉県蕨市北町3-8-28

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社ナオイ

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役社長　直井 ことえ

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社
会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①90％以上　②2023年比　２０％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①90％以上　②2023年比　１０％削減

事務所及び工場内の照明をLED化し、省電力
化に努める。また、米用紙袋のリユース・リサイ
クルによる紙袋の使用量削減を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①LED化率：87.8％(145本/165本)
②米用紙袋：４０,０００枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は、日本の食文化の中心的な役割を担うお米を、常にお客様のニーズに応え、安全・安心な製品を提供すること
で、社会に貢献します。また、優れた品質と価値を提供することで、お客様の信頼を得ます。そして、人間尊重とコン
プライアンスを基本とし、活力に溢れた職場を作ります。こうした経営方針は、持続可能な開発目標（SGDs）と同じ
方向を目指すものであり、社員一人一人が誠実に事業活動に取り組むことにより、SDGsの達成に貢献していきま
す。

株式会社ナオイ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会
地域子供食堂へ支援する。
＜(現状値)2023年の数値＞
支援量：300kg/年

＜2030年に向けた指標＞

５００kg/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

３００kg/年

経済

多様な人材雇用(高齢者・外国人)を積極的に
行う。65歳定年、再雇用７５歳まで延長する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①高齢者(60歳以上)雇用人数：9人/55人
②外国人雇用人数：1人/55人

＜2030年に向けた指標＞

①13人　②4人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①11人　②3人



宣 言 日 令和6年5月21日

住 所 埼玉県飯能市茜台3-2-1

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社サインアーテック

代表者役職 氏名 代表取締役　山口 健二郎

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

環境配慮型商品(エコメディア)の売上増加
をめざす。
＜(現状値)2023年の数値＞
環境配慮型商品(エコメディア)の売上割
合：６%

＜2030年に向けた指標＞

30%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

10%

健康診断の再検査受診率を上げ、従業員
の健康を守る。
＜(現状値)2023年の数値＞
再検査受診率：10％(４人/３８人)

＜2030年に向けた指標＞

80%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

50%

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

150,000枚/年（2020年比　40％減）

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

200,000枚/年（2020年比　20％減）

紙媒体で出力している作業仕様書の電子
化をはじめ、企業全体でコピー用紙の使用
量削減に取り組む。
＜(現状値)2023年の数値＞
コピー用紙使用量： ２４0,000枚/年
(参考　2020年：２４７,５００枚/年)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社はインクジェット出力事業を通して社会をより豊かにするとともに、環境保全、顧客満足および従
業員満足のために挑戦し続けています。地域社会の一員であることを従業員ひとりひとりが自覚し、
SDGs達成に貢献するため責任をもって事業活動に取り組みます。

株式会社サインアーテック

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和6年6月21日

住 所 埼玉県八潮市中央1-13-1ハイツオグラ101号室

県 内 企 業 等 の 名 称 八潮ライオンズクラブ

代表者役職 氏名 会長　寺原一行

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

クラブに多様性を取り入れるため、女性メ
ンバーを増やし、役員に登用する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①女性のメンバーの割合：4名/27名
(14.8％)
②女性の役員の割合：2名/17名
（11.7％）

＜2030年に向けた指標＞

①10名　②4名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①6名　②3名

メンバー参加型・社会貢献活動の推進及び
被災地への寄付を行う。
＜(現状値)2023年の数値＞
①街の美化活動：14回/年・のべ120人参
加
②宮城県石巻市の保育園への寄付：１回/
年

＜2030年に向けた指標＞

①４回/月・のべ１０人参加　②３回/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①３回/月・のべ７人参加　②２回/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2023年比　20％削減  ②20％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2023年比　5％削減  ②５％

エネルギー使用量の削減及び再生可能エ
ネルギーの利用率向上を図る。(エアコン
の設定温度は27℃にする、事務所の全面
LED電球の使用etc)
＜(現状値)2023年の数値＞
①エネルギー使用量:約2,040kWh/年
②再生可能エネルギー:利用無し

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当クラブは「Liberty,Intelligence,Our Nation's Safety （自由を守り、知性を重んじ、われわれ
の国の安全をはかる）」の理念に基づき行動し、地域社会の発展に貢献する。
この考え方は持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指すものであり、メンバーひとりひとりが
誠実に社会貢献活動に取り組むことにより、SDGｓの達成に貢献していく。

八潮ライオンズクラブ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　５月　１７日

住 所 埼玉県北足立郡伊奈町小室10281

県 内 企 業 等 の 名 称 日本薬科大学

代 表 者 役 職 氏 名 学長　都築　稔

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年比　①１０％削減　②１０％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2023年比　①5％削減　②5％削減

全学的なDX化によって業務効率・教育研究活
動を見直し、エネルギー資源の削減を達成しま
す。
＜(現状値)2023年の数値＞
①コピー用紙：78万枚/年
②電気使用量：400万ｋWh/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

・日本薬科大学は建学の精神に基づき、広く知識を授けるとともに、深く薬学に関する学理と技術を教授研究し、
豊かな人間性と確かな倫理観を兼ね備えた有能かつ創造的人材を育成することを目的としています。このことに
より、薬学の深化、文化の向上、人類の福祉、地域社会の振興に貢献することを使命としています。
・この使命に則り、地域連携推進及び国際学術交流を通してSDGsを協力に推進して参ります。また、学内におい
てもFD/SD(大学教職員の資質開発)活動や教育活動を中心に、SDGsを担える人材の育成を目指します。

日本薬科大学

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

質の高い実学教育を通して、社会貢献活動など
SDGsを理解実践できる人材を社会に輩出します。
＜(現状値)2023年の数値＞
SDGsを理解実践できる学生の割合
(学生へのアンケート結果による自己評価)
実践していると答えた学生：330名/1091名
(30%)

＜2030年に向けた指標＞

70%以上

＜取組開始３年後に向けた指標＞

50%

経済

地域連携及び国際学術交流を推進し、健康及び
地域関連の製品開発を図ります。
＜(現状値)2023年の数値＞
健康・製品開発実績総件数：37件/年

＜2030年に向けた指標＞

2023年比　総件数の３０％アップ

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2023年比　総件数の10%アップ



宣 言 日 令和６年　5月　31日

住 所 埼玉県羽生市小松台1-516-10

県 内 企 業 等 の 名 称 金子農機株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役社長　金子 常雄

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2023年比　10％削減　②2023年比　3％増加　③
85%

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

　①2023年比　5％削減　②2023年比　1.5％増加　③75％

コピー用紙使用量の削減。
再生可能エネルギー発電量の向上。
環境性能の高い営業車両運用の向上。
＜(現状値)2023年の数値＞
①コピー用紙使用量：540,149枚/年
②太陽光発電量：450,303ｋｗｈ/年
③ハイブリッド車の割合：63％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

弊社は大正元年（1912年）の創業以来、一心精神（創造開拓、革新向上、刻苦健闘、目標完遂、喜働愛
和、感謝貢献）を社訓として、安定した食糧生産を可能にする世界の農業機械化に貢献すること、また
従業員の幸福、取引先との共存共栄を常に心掛け、社業に取り組んでいます。これは、持続可能な開発
目標（SDGｓ）と一致しており、達成に向けて更に積極的な活動を進め、社会の中でその役割を果たし
て参ります。

金子農機株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

従業員の年次有給休暇取得の向上及び積
極的な献血参加。
＜(現状値)2023年の数値＞
①年次有給休暇平均取得日数：10.1日/年
②献血活動：2回/年・延べ10名

＜2030年に向けた指標＞

①11.5日/年　②延べ人数　2023年比　20％増加

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①10.7日/年　②延べ人数　2023年比　10％増加

経済

環境に配慮するなど社会問題の解決に資
する新製品を開発する。
＜(現状値)2023年の数値＞
開発件数：1件（開発期間約3年）

＜2030年に向けた指標＞

3件（開発期間10年）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

1件（開発期間3年）



宣 言 日 令和６年 ５月 13日

住 所 埼玉県川口市江戸1-16-15

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社　FALCON

代表者役職 氏名 代表取締役社長　佐藤 義晴

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

職人的な技能を継続するために高齢者の
雇用を促進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
高齢者(65歳以上)雇用率:６．３％(３人/
４８人)

＜2030年に向けた指標＞

12.７%（7人/55人）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

9.6%(5人/52人）

地域の工業高校との連携によるインターンシッ
プの受け入れを行う。また、完全週休2日制を
導入して、年次有給休暇を取りやすい労働環境
を整える。
<(現状値)2023年の数値>
①インターンシップ：0人(コロナにより中止)
②年次有給休暇取得率：３５％

＜2030年に向けた指標＞

①4人/年　②９０％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①３人/年　②７０％

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2030年比　３０％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2023年比　15％削減

新規管理ソフトを導入し、工程管理、作業
指示等の手法を変更しペーパーレス化を
推進する。FAX社内連絡、資料をEメール
を使いコピー用紙等の削減を目指す。
＜(現状値)2023年の数値＞
コピー用紙使用量：42,000枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

弊社は経営理念である「地域社会の豊かな未来づくりに貢献します」に基づき行動し、SDGｓに賛同し
持続可能な社会の実現に貢献してまいります。社員ひとりひとりが誠実に行動しＳＤＧｓへの貢献を広
く発信することにより、地域の人々、取引先の方々のＳＤＧｓへの認知度を高め活動の推進を計ります。

株式会社　FALCON

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　　5 月　20　日

住 所 埼玉県さいたま市南区内谷4-11-26

県内企業等の名称 株式会社　エクス・アドメディア

代表者役職 氏名 代表取締役　中村 俊宏

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

サスティナブルなイベント実施の為のサー
ビスの開発に取り組む。
＜(現状値)2023年の数値＞
開発件数：累計5件

＜2030年に向けた指標＞

累計12件  

＜取組開始３年後に向けた指標＞

累計8件  

働きやすい環境を整えるため、有給休暇
の取得日数を増加させる。
＜(現状値)2023年の数値＞
有給休暇平均取得日数：8.5日/年

＜2030年に向けた指標＞

１2日/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

１０日/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載
してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2023年比　40％削減　②100%

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2023年比　20％削減　②100%

コピー用紙をPEFC（植林パルプ）認定紙
へ転換する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①コピー用紙使用量：１２０,０００枚/年
②PEFC認定紙使用率：100％

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

「CURIOCITY　DRIVEN　好奇心駆動～好奇心を原動力にワクワクした仕事を」という企業理念に基
づき、イベント業界において当たり前だった使い捨て文化を見直し、我が社が追求する新しさをサス
ティナブルの視点から考察し、SDGsの達成に貢献します。産業廃棄物を使用した美術や、再生可能エ
ネルギーを使用した展示会、イベントにおける廃棄物リサイクルの計画段階での数量化等のサービスを
顧客に提案してまいりたいと考えております。

株式会社　エクス・アドメディア

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和6年5月10日

住 所 埼玉県戸田市笹目6-12-1

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社TSビルシステム

代表者役職 氏名 代表取締役　本田 友彦

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

ひとりひとりの成長を見守り、高齢者や障害
者、女性が働きやすい環境を提供します。

＜(現状値)2023年の数値＞
①高齢者(60歳以上)雇用人数：63人/１００人
②障害者雇用人数：2人/100人

＜2030年に向けた指標＞

①70人　②5人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①65人　②3人

各種団体との連携による業界及び地域社
会活性化への貢献をします。

＜(現状値)2023年の数値＞
本社前の交差点での児童の登校時の安全
を見守り活動：90回/年・延べ450人

＜2030年に向けた指標＞

150回/年・延べ750人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

120回/年・延べ600人

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

3回/年(60着)

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2回/年(40着)

資源のリユース・リデュース・リサイクルを
実施し、廃棄物量の削減に取り組みます。

＜(現状値)2023年の数値＞
使用済み・未使用制服、作業着の一般社団
法人わかちあいプロジェクトへの寄付:1回
/年(20着)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

株式会社TSビルシステムは、総合ビル管理業務（清掃、警備、設備管理等）や公園、緑地管理業務等に
携わる企業として、高品質なサービスの提供を継続的に行い、すべての人にとって安全で快適な環境
を創造することを目指しています。この考え方は持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指すも
のであり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していきま
す。

株式会社TSビルシステム

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　　５月　　２１日

住 所 埼玉県越谷市南荻島250-1

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社ヨネヤマ

代表者役職 氏名 代表取締役　武井 泰士

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

30規格/累計

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

21規格/累計

自社環境配慮型製品にてプラスチックを
使用せずに、竹素材・生分解性のフィルム
から作るワンウェイ容器を開発・販売する。
＜(現状値)2023年の数値＞
自社環境配慮型製品：8規格/累計

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

弊社ヨネヤマは、スーパーマーケットや外食企業を中心にフードウェアを販売しており、食のインフラを
構築している会社となります。ライフラインである食の流通を維持し、安定供給を継続しております。昨
今のプラチック製品に対する環境問題について積極的に取組んでおり、竹素材から作る容器の開発と
販売を行っております。また、スーパーマーケットにてトレーを回収し、トレーに戻す「トレーtoトレー」活
動も行い、循環型社会の実現を目指しております。 FSC認証を取得しており環境保全も意識し、ＳＤＧ
ｓ達成に向け活動を行っております。

株式会社ヨネヤマ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

経済

ワークライフバランス推進として多様な働
き方を実現する。過度な長時間労働の防
止に取り組み、36協定の遵守を徹底、計
画年休により、年次有給休暇の取得の促
進、リモートワークの推進をする。
＜(現状値)2023年の数値＞
年次休暇平均取得日数：8.2日/年

＜2030年に向けた指標＞

１０日/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

　9日/年

スーパーマーケットとの取組みにてプラス
チックトレーを回収し、プラスチックトレー
に戻す「トレーtoトレー」活動を行い、循環
型社会の実現を目指す。
＜(現状値)2023年の数値＞
埼玉県内回収重量：約12１t/年

＜2030年に向けた指標＞

約１８１ｔ/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

約１４０ｔ/年



宣 言 日 令和6年5月31日

住 所
埼玉県さいたま市中央区新都心
1-5

県 内 企業 等の 名称 さいたま赤十字病院

代表者役職 氏名 院長　清田　和也

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

100%

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

100%

【省エネルギー活動の推進】
省エネパトロールの実施と中央制御による監視
の強化と合わせ、病院内蛍光灯のLED化の維
持・継続に努める。
＜(現状値)2023年の数値＞
照明のLED化：100％（3586本/3586本)
(達成のため維持・継続)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当院の理念「赤十字の人道・博愛の精神に基づき、信頼される医療をおこないます。」のもと、患者さんに
も地域の医療機関にも親しまれる病院を目指して、地域に根付いたSDGs（持続可能な開発目標）」の達
成に貢献してまいります。

さいたま赤十字病院

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

【多様な人材の活用】
多様な人材（障がい者 等)が十分に活躍で
きる職場環境の充実を図る。
＜(現状値)2023年の数値＞
障がい者雇用人数：31人/1548人

＜2030年に向けた指標＞

40人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

35人

経済

【仕事と生活の調和】
ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、
職員の健康と生活に配慮し、多様な働き方
を推進する。
＜(現状値)2023年の数値＞
 年次有給休暇平均取得日数：15.5日/年

＜2030年に向けた指標＞

16.5日/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

16.0日/年



宣 言 日 令和６年 7月 3日

住 所 埼玉県さいたま市南区沼影1-17-10

県内企業等の名称 株式会社三和

代表者役職 氏名 代表取締役　細淵 雅邦

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

地元住民の多様な人材の雇用促進に貢献す
る。
＜(現状値)2023年の数値＞
①従業員の県民割合：93％(40人/43人)
②女性機械オペレーター：0%(0人/6人)
③高齢者(65歳以上)の雇用割合：11％(5
人/43人)

＜2030年に向けた指標＞

①95％以上　②25%　③16％

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①93.2％　②14%　③13％

地域住民との情報交換と小中学生の学習支
援を目的とした工場見学を実施するととも
に、地域清掃活動を継続的に実施する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①工場見学：0回/年
②地域清掃：１回/年（のべ30人参加）

＜2030年に向けた指標＞

①2回/年　②2回/年（のべ40人参加）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①1回/年　②2回/年（のべ35人参加）

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環
境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載して
ください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①3％　②3台/6台中

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2％　②2台/6台中

製品、製造時による温室効果ガス排出量の
抑制、削減への取り組みを実施する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①環境配慮型素材容器製造割合：0％(0個
/2023年生産数約150,000,000個)
②改良型省エネ成形機及び設備：1台/6台

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

弊社は、社名にあるように「三つの和」の豊かさの実現を目標に企業活動に取り組んでいます。
「商売において売り手と買い手が満足するのは当然のこと、社会に貢献できてこそ良い商売といえる」
この昔の近江商人の「三方よし」の経営理念を弊社では「お客様」＝「地域社会」、「弊社（従業員とその家
族）」と捉え、ステークホルダーの心豊かな生活の創造の実現に向け、環境や経済、健康など人が生き生き
と出来る環境作りにアクションを起こしてきました。これからも当社に出来る活動に積極的に取組み、
SDGｓの目標達成に貢献していきます。

株式会社三和

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　5月  21　日

住 所 埼玉県熊谷市曙町２－２９

県 内 企 業 等 の 名 称 ゴトーグループ

代表者役職 氏名 代表取締役　後藤 素彦

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

　

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①2023年比　10％削減　②28,000ℓ

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2023年比　5％削減　②27,000ℓ

省エネルギーの推進として、ペーパーレス
の推進やバイオディーゼルの精製を行う。
＜(現状値)2023年の数値＞
①コピー用紙使用量:200,011枚/年
②バイオディーゼルの精製量:23,466ℓ

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

ゴトーグループ（「有限会社社後藤衛生コンサルタント」と「株式会社ゴトー」と「藤和自動車株式会社」）
は、「快適な環境づくりのお手伝い」をスローガンとして地域の「アメニティサービス」を企業理念とし
て、社会との共生を積極的に図り、生活環境にかかるビジネスを通して豊かな人間社会の創造に貢献
することで、持続可能な開発目標（SDGs)の達成に貢献していきます。

ゴトーグループ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

社会貢献活動の推進として、ロードサポートへ
の参加や地球温暖化防止活動センターの活動
によるCO2削減量の増加を図る。
＜(現状値)2023年の数値＞
①ロードサポート参加:12回/年・延べ８２５人
②センターによるCO2削減量：０トン

＜2030年に向けた指標＞

①12回/年・延べ1,000人　②１,０００トン

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①12回/年・延べ900人　②７５０トン

経済

多様な人材登用を行う。
＜(現状値)2023年の数値＞
①高齢者(65歳以上)雇用数：8人/86人
②障がい者雇用数：2人/86人
③外国人雇用数：0人/86人
④女性雇用数：13人/86人

＜2030年に向けた指標＞

①２０人　②４人　③２人　④13人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①1７人　②３人　③１人　④13人



宣 言 日 令和6年7月4日

住 所 埼玉県越谷市南越谷１－１６－１２　新越谷第一生命ビルディング８Ｆ

県 内 企 業 等 の 名 称 第一生命保険株式会社埼玉東部支社

代表者役職 氏名 支社長　高崎　章

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

100社（既存取引企業の２０％）

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

50社（既存取引企業の１０％）

プラスチック（クリアファイル）の３Ｒ
リデュース（減らす）、リユース（繰り返し使
う）、リサイクル（再資源化する）推進と活動
の教宣として、3R推進の達成に向けた賛
同企業を募る。
＜(現状値)2023年の数値＞
組織としての取り組みなし

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の経営理念である「お客さま第一」主義のもと、当支社のビジョン「この仕事を通じて、自らを成長
させ、地域貢献、お客様・社員QOL向上に努め、働く女性を応援していく」ことに基づき行動し、地域社
会の発展に貢献します。
この考え方は持続可能な開発目標（SDGs)と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実
に事業活動に取り組むことにより、SDGｓの達成に貢献していきます。

第一生命保険株式会社埼玉東部支社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

社会貢献活動の推進を目指し、自治体およ
び社会福祉協議会との協働、協定締結自
治体の拡大を目指す。
＜(現状値)2023年の数値＞
連携協定等締結８自治体
(越谷市、春日部市、草加市、八潮市、吉川
市、幸手市、松伏町、杉戸町)

＜2030年に向けた指標＞

埼玉東部支社所管10自治体

＜取組開始３年後に向けた指標＞

埼玉東部支社所管10自治体

経済

女性活躍の推進を目指した正社員雇用の
増大および指導者層への登用を拡大す
る。
＜(現状値)2023年の数値＞
①女性生涯設計デザイナー数：450名
②女性機関長・育成担当者：23名

＜2030年に向けた指標＞

①500名　②30名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①480名　②25名



宣 言 日 令和6年4月25日

住 所 埼玉県戸田市新曽365-3

県 内 企 業 等 の 名 称 サンクジャパン株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　清水 公彦

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

老朽化していても壊すには勿体ない建物
を、建築、デザインの力で蘇えらせる。

＜(現状値)2023年の数値＞
実績:2軒/年

＜2030年に向けた指標＞

5軒/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

3軒/年

地域におけるボランティア活動に参加す
る。

＜(現状値)2023年の数値＞
ボランティア活動：2回/年・延べ5人参加

＜2030年に向けた指標＞

４回/年・延べ20人参加

＜取組開始３年後に向けた指標＞

3回/年・延べ10人参加

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

30%

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

20%

建築現場から出る廃材（端材）を再利用す
る。

＜(現状値)2023年の数値＞
廃材（端材）再利用率：10％（8㎥／全体
80㎥）

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は、経営理念である「“人間力”を磨き、“丁寧なものづくり”を通して社会を笑顔にする」に基づき
行動し、地域社会の発展に貢献します。
この考え方は持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指すものであり、社員一人一人が自覚を
もち、誠実に事業活動に取り組むことにより、SDGｓの達成に貢献していきます。

サンクジャパン株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　6　月　25　日

住 所 埼玉県川口市峯945-1

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社H.A.S

代表者役職 氏名 代表取締役　蓮沼 綾仁

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年比　80％削減　22,332枚/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2023年比　50％削減　55,830枚/年

≪3Rの推進≫ペーパーレス化を推進する
ため、電子クラウドサービスや、オンライン
ストレージサービスを利用する。また、資源
を利用する際は、１００％再生紙を使用す
る。
＜(現状値)2023年の数値＞
コピー用紙使用量：111,660枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は、フィロソフィーとして掲げている、「人と企業をアシストし、社会に貢献し続ける企業」になる
為、日々努力を続けております。この考え方は、持続可能な開発目標SDGsに寄り添っていると思いま
す。社員や、その家族、皆で、活動に取り組むことで、ゴールを目指し、達成して参ります。

株式会社H.A.S

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

≪社会貢献活動≫街の美化活動を会社で
取り組んで行く。
＜(現状値)2023年の数値＞
美化活動：2回/年/（のべ2人参加）

＜2030年に向けた指標＞

72回/年（のべ432人参加）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

36回/年（のべ108人参加）

経済

≪内部管理体制≫年次有給休暇の取得を
促進することで、考える・学ぶ・行動する時
間を作る。その結果として、意欲的にチャ
レンジ出来る環境が醸成され、成果を出す
ことで、世の中に貢献できるようにする。
＜(現状値)2023年の数値＞
年次有給休暇消化率：30％

＜2030年に向けた指標＞

100%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

60%



宣 言 日 令和６年　7月　2　日

住 所 埼玉県吉川市川藤815

県内企業等の名称 満田工業株式会社

代表者役職　氏名 代表取締役社長　満田 浩樹

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏ま
え、「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載
してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

当社は「日本発のラグジュアリーブランド」を目指して行動し、地域社会の発展および環境配慮に貢献
する。この考え方は持続可能な開発目標（SDGs）と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとり
が誠実に事業活動に取り組むことにより、SDGsの達成に貢献していく。

＜2030年に向けた指標＞

基準年度に対して、平均時給の30%UP(1,595円)

＜取組開始３年後(2024年)に向けた指標＞

基準年度に対して、平均時給の10%UP(1,350円)

環境

社会

経済

環境に配慮された素材や製品（端材、
LWG認証タンナーのレザーやリサイクル
素材・リサイクル・リメイク品など）の企画・
製造・販売に努める。
<(現状値)2023年の数値>
環境配慮型商品がサービスの全売上に占
める比率:10%

1.災害支援、2.子育て支援・少子化対策、
3.途上国、4.芸術分野の支援団体への寄
付を行い、社会的問題解決への貢献を行
う。
<(現状値)2023年の数値>
寄付の実施：災害支援寄付1回、7万円

イノベーション、DX、組織改革、働き方改革、人材育
成、ブランディング等によって、従業員の時間当たり
一人あたりの付加価値労働生産性を向上し、従業員
の平均給与(役員除く)UPを行う。
<(現状値)2023年の数値>
全従業員年間平均時給：1325円(手当など含む）
(2021年4月度の年間平均1,227円を基準とする）

20%

＜2030年に向けた指標＞

寄付金　全売上の1％以上もしくは1,000万円

＜取組開始３年後に向けた指標＞

寄付金  100万円

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

指　標

＜2030年に向けた指標＞

50%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

(様式第２号)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

満田工業株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

記



宣 言 日 令和６年　4　月　30　日

住 所 埼玉県飯能市仲町6-1

県 内 企 業 等 の 名 称 特定非営利活動法人　埼玉ハンノウ大学

代 表 者 役 職 氏 名 学長　小野 麻理

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済
産官学連携で地域活性化事業に取り組む。
＜(現状値)2023年の数値＞
イベント開催:3事業/年

＜2030年に向けた指標＞

５事業/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

３事業/年

地域のすべての人を対象とした特色ある生涯
学習を実施する。
＜(現状値)2023年の数値＞
生涯学習講座：36回/年

＜2030年に向けた指標＞

１００回/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

４０回/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

３０回/年・延べ３００人参加

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2０回/年・延べ２００人参加

地元西川材の端材などを利用した木育事業を
実施する。
＜(現状値)2023年の数値＞
木育事業:26回/年・延べ196人参加

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当法人は事業目的である「学びを通じて人と街や地域をつなぎ未来を【共に創る】地域共創プラットフォームを目指
すこと」に基づき行動し、地域社会の発展に貢献する。この考え方は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）と同じ方向を目
指すものであり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していく。

NPO法人埼玉ハンノウ大学

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　　6月30日

住 所 埼玉県さいたま市浦和区本太1-9-5

県 内 企 業 等 の 名 称 日清建設株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　猪股 和則

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

90%

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

40%

CO2排出量削減の為、社有車のエコカー・
ハイブリッドカーの導入を進める。
＜(現状値)2023年の数値＞
環境配慮型車両率:38％(15台/39台)

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は経営理念である「人がいきいきとする環境を創造する」に基づき行動し、地域社会の発展に貢献
する。この考え方は持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとり
が誠実に事業活動に取り組むことにより、SDGｓの達成に貢献していく。

日清建設株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

地域貢献活動として「川の国応援団」の参加及
び北浦和公園清掃活動を行う。また、社会貢献
活動として「インターンシップ」の受け入れを行
う。
＜(現状値)2023年の数値＞
①ボランティア活動(川の国応援団)：4回/年
②ボランティア活動(北浦和公園清掃)：月1回
③インターンシップ：3校/年

＜2030年に向けた指標＞

①4回/年　②1回/月　③3校/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①4回/年　②1回/月　③3校/年

経済

社員能力開発として「職層教育セミナー」
への参加を促す。
＜(現状値)2023年の数値＞
セミナーへの参加：20人/年

＜2030年に向けた指標＞

20人/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

20人/年



宣 言 日 令和６年　５月　21日

住 所 埼玉県戸田市本町1-22-3

県 内 企 業 等 の 名 称 戸田中央メディカルケアグループ

代 表 者 役 職 氏 名 会長　中村 毅

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①100%　②2023年比　 25.8％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①90%　②2023年比　 15.8％削減

エネルギー使用量削減のため、照明のＬＥＤ化
を図る。
＜(現状値)2023年の数値＞
①照明ＬＥＤ割合：74.2％
②電気使用量：56,168千kwh/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当グループの基本理念である「愛し愛されるTMG」は地域の方々を愛し、地域の方々からも愛される病院・施設、
また職員を愛し、職員からも愛される病院・施設を目指し地域包括ケアシステムのモデルになるよう地域社会の発
展に貢献する。2015年に国連で採択された持続可能な開発目標（SDGs）は当グループが取り組んできた諸課題
と重なりあうものであり、これまでの取り組みをSDGsのフレームを通して整理し、2030年のゴールに向けて地
域と共に持続可能な社会づくりに貢献し「TMGサスティナビリティ2030」を目指す。

戸田中央メディカルケアグループ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

職員参加型・社会貢献活動の推進として埼玉県
全域にピンクリボン運動を展開し埼玉県の乳が
ん検診率向上に寄与する。
＜(現状値)202３年の数値＞
埼玉県の乳がん検診率：42.5％(令和４年国民
生活基礎調査）

＜2030年に向けた指標＞

50%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

48%

経済

ダイバーシティ＆インクルージョンの推進として
男性の育児休業取得率向上を図る。
＜(現状値)2023年の数値＞
男性育児休業取得率：49.5％

＜2030年に向けた指標＞

85%

＜取組開始３年後に向けた指標＞

65%



宣 言 日 令和 ６ 年 ５ 月 ６ 日

住 所 埼玉県秩父市大野原1333

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社　山口組

代表者役職 氏名 代表取締役　山口 能弘

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

１５０ｋｇ/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

２５０ｋｇ/年

本社における一般廃棄物の排出量を削減
する。

＜(現状値)2023年の数値＞
一般廃棄物排出量：３０７ｋｇ/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

　当社は経営理念の「人々の安心と安全を確保し、地域社会の発展に貢献する」及び社訓である「施主
の心で責任施工」「良い製品をより早く・より安く」「整理整頓は安全作業で効率増進」に基づき、全社員
一丸となって取り組んでいます。この考え方は持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指すもの
であり、社員一人一人が責任を持って事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していき
ます。

株式会社　山口組

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

社会貢献活動（ロードサポート活動）を継
続する。

＜(現状値)2023年の数値＞
ロードサポート活動：４回/年・のべ６０名参
加

＜2030年に向けた指標＞

６回/年・のべ７０名参加

＜取組開始３年後に向けた指標＞

５回/年・のべ７０名参加

経済

情報通信技術（ICT）等を活用し、作業所の
生産性向上を図る。

＜(現状値)2023年の数値＞
対象工事における活用率：２５％
(１現場／対象工事４現場中)

＜2030年に向けた指標＞

５０％（２現場／対象工事４現場）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

３３％（１現場／対象工事３現場）



宣 言 日 令和６年　7月　8日

住 所 埼玉県所沢市林2-200-5

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社LUXS

代表者役職 氏名 代表取締役　荻野 智靖

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

環境配慮型商材を地域事業者へ提供す
る。
（断熱内窓・高機能エコ住宅の普及促進）
＜(現状値)2023年の数値＞
年8回・11社を対象に実施

＜2030年に向けた指標＞

年20回・20社を対象に実施

＜取組開始３年後に向けた指標＞

年12回・20社を対象に実施

社員参加型の社会貢献活動の推進として
事業所周辺の美化活動を行う。
＜(現状値)2023年の数値＞
美化活動：1回/年（のべ4人参加）

＜2030年に向けた指標＞

6回/年（のべ30人参加）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

4回/年（のべ15人参加）

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①30%　②3,000枚/年 削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①15%　②1,500枚/年 削減

エコマーク文具への切り替えを行う。また、
ペーパーレス化の推進により、コピー用紙
使用枚数を削減する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①エコマーク文具：8％
②コピー用紙使用量：8,000枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社のvision　《Update housing in japan》を実行し、住宅性能向上を推進する事でエネルギー
使用量抑えた住まいづくり、まちづくり、地域環境つくりへ貢献することが可能と考えております。この
考え方は持続可能な開発目標（SDGs)と同じ方向を目指すと考え、事業活動に取り組むことによりＳ
ＤＧｓの達成に貢献して参ります。

株式会社ＬＵＸＳ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　4月　30日

住 所 埼玉県さいたま市中央区新都心明治安田生命さいたま新都心ビル

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社システムインテグレータ

代表者役職 氏名 代表取締役社長　引屋敷　智

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

当社開発のソフトウェアを基にした「働き
がい」「経済成長」を支援。システム開発に
おけるプロジェクト管理を支援することに
より、企業成長を支援する。
＜(現状値)2023年の数値＞
プロジェクト管理支援ツールの新規契約者
数：58社(2021年～2023年の累計)

＜2030年に向けた指標＞

200社(累計)

＜取組開始３年後に向けた指標＞

100社(累計)

社会

地方に在住する人材のリモート勤務採用を推進し、地
方における所得水準向上、活性化に貢献する。また、
日本のＩＴ業界で働きたい外国人を積極的に採用し、
多様性のある社会を実現するとともに、ＩＴ人材とし
て育成することで帰国後の本国でのＩＴ産業の発展に
貢献する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①遠隔地勤務制度利用者：７名/２１７名
②外国籍雇用人数：２２名/217名

＜2030年に向けた指標＞

①20名 ②30名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①7名　②22名

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①30％　②240枚/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①26.7％　②360枚/年

社内で購入する備品、消耗品についてグリーン
購入法適合製品に切り替えをしていく。
データ化の推進により紙の使用量を削減する。
＜(現状値)2023年の数値＞
①グリーン購入法適合製品率：26.7%
②コピー用紙使用量(1人当たり)：372枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社はSDGsの理念に深く共鳴し、当社自体がSDGsの行動指針を実践するだけでなく、日本および
世界のSDGsの実現のためにソフトウェアを使って社会に価値を提供してゆくことを宣言します。

株式会社システムインテグレータ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針



宣 言 日 令和６年　5　月　21　日

住 所 埼玉県入間市小谷田1-17-12

県 内 企業 等の 名称 髪宝社　髪ピュア

代表者役職 氏名 代表者　成田 夏子

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

地域経済の活性化として、来客数の減っ
ている店舗で働いている方や子育て中で
店舗で働けない方へ仕事を委託する。
＜(現状値)202３年の数値＞
委託人数:6名/年

＜2030年に向けた指標＞

8名/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

7名/年

カラーチューブリサイクルを実施する。
(使用済カラーチューブの回収・リサイクル
による収益金で車イスを購入し施設など
に寄贈する取組)
＜(現状値)202３年の数値＞
使用済カラーチューブの回収・リサイク
ル:100kｇ

＜2030年に向けた指標＞

使用済カラーチューブ:300ｋｇ＝車イス1台分

＜取組開始３年後に向けた指標＞

使用済カラーチューブ:200kｇ

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

40本/年　2023年比　10％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

45本/年　2023年比　5％削減

養生シート使用量を削減する。
＜(現状値)2023年の数値＞
養生シート使用量：1本あたり（ダブル）
900ｍｍ×100ｍ×50本/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は経営理念である「「笑顔」「喜び」を共有し人と人とのつながりを大切にする」に基き、地域社会の
発展に貢献する。この考え方は持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指すものであり、ひとり
ひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、SDGｓの達成に貢献していく。

髪宝社　髪ピュア

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　6月 30日

住 所 埼玉県戸田市笹目南町10-10-103

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社　ギャランティーサービス

代表者役職 氏名 代表取締役　西村 幹緒

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な働き方を推奨します。
＜（現状値）2023年の数値＞
①男性育児介護休暇取得率：25％(1名
/4名)
②女性の管理職割合：20％(１名/５名)

＜2030年に向けた指標＞

①35％　②40％（2名/5名）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①30％　②40％（2名/5名）

社員参加型、社会貢献を推奨します。
＜（現状値）2023年の数値＞
①BCP策定支援：5社/年
②健康長寿サポーター養成：44名/年
③子どもの居場所づくり：「予定」

＜2030年に向けた指標＞

①5社/年　②150名/年　③12回/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①5社/年　②80名/年　③12回/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2023年比　40％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2023年比　20%削減

紙ごみの減量とリサイクルに取り組みま
す。
＜（現状値）2023年の数値＞
紙ごみの廃棄量：1200Kg/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は経営理念である「人と暮らしの毎日の安心安全支援企業」に基づき行動し、地域社会の発展に貢
献する。この考え方は持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向を目指すものであり、社員ひとり一人
が誠実に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達成に貢献していく。

株式会社　ギャランティーサービス

取組方針を下記のとおり宣言します。

社会



宣 言 日 令和6年4月24日

住 所 埼玉県熊谷市筑波1-207-3　信友ビル1階

県 内 企業 等の 名称 株式会社JTB熊谷支店

代表者役職 氏名 支店長　内藤　司

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

持続可能な経済成長を目標に、SDGｓ商
品の販売を含めて、経済活動とSDGsへ
の理解を広げる動きを推進する。
＜(現状値)20２３年の数値＞
SDGs商品取扱：15/年

＜2030年に向けた指標＞

３０件/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

２０件/年

埼玉県北エリアを中心に、観光地清掃や環
境美化に取り組む。また、ユニバーサル
ツーリズムを通じ、お客様に安心して楽し
んで頂ける旅行を提供する。
＜(現状値)20２３年の数値＞
①環境美化活動：１回/年・延べ15人
②ユニバーサルツーリズム：1件/年

＜2030年に向けた指標＞

①１回/年・延べ３０人　②３件/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①１回/年・延べ２０人　②２件/年

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

①20２３年比　5％削減　②３,０00個/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

①2023年比　2％削減　②2,５00個/年

コピー用紙使用枚数の削減活動の取組を
推進する。
＜(現状値)20２３年の数値＞
①コピー用紙使用枚数：300,000枚/年
②エコキャップ数：2，000個/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

JTBグループ経営理念「地球を舞台に、人々の交流を創造し、平和で心豊かな社会の実現に貢献する」
に基づいた行動取組が、ＳDGs達成に向けた取組と合致している。
引き続き、価値ある出会いを創造し、お客様に感動と喜びを提供し、SDGs達成に貢献する。

株式会社JTB熊谷支店

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　4月24日

住 所 埼玉県越谷市大泊430-1

県 内 企 業 等 の 名 称 日本ファクター株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役　近藤 正成

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

再エネ電力の地産地消を実現させ、災害時
のエネルギー供給の安定化を図るために
蓄電システムの普及促進を行う。

＜(現状値)2023年の数値＞
蓄電システム販売量：65台/年

＜2030年に向けた指標＞

100台/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

80台/年

多様な人材が活躍できる職場作りを目指
す。

＜(現状値)2023年の数値＞
女性の管理職人数：1名/5名

＜2030年に向けた指標＞

4名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

2名

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

1,000ｋｗｈ/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

850ｋｗｈ/年

太陽光発電システムの普及促進を行い、環
境負荷の低減を図る。

＜(現状値)2023年の数値＞
住宅用太陽光発電システム販売量：
700kwh/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

「私達は、常に感動を与え、与えられ感謝の念を持って日々成長していくことを目指します。そして、全
従業員の物心両面の幸福を追求すると同時に人類、社会の進歩発展に貢献すること。」という当社の
経営理念に基づき行動し、地域社会の発展に貢献する。この考え方は持続可能な開発目標（SDGｓ）と
同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、ＳＤＧｓの達
成に貢献していく。

日本ファクター株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会



宣 言 日 令和６年　５月　15日

住 所 埼玉県所沢市日吉町15－14

県 内 企 業 等 の 名 称 第一生命保険会社所沢支社

代表者役職 氏名 支社長　泉川　秀則

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2019年比　10０%削減　

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

20１９年比　5０%削減(達成済)

気候変動への対応をグループの重要課題
の一つとして位置づけ、各種取組を推進。
＜(現状値)20２３年の数値＞
CO2排出量:約23,711ｔ(２０１９年
121,3００t  対2019年約83％削減 )
その他にも都市の緑３表彰といった緑化
取組の推進、植林活動の支援など

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社の経営理念である「お客さま第一」主義のもと、当支社のビジョン「信頼と使命感を大切に、お客さ
ま目線の追求によるQOLの向上！～すべてはお客さまと社員のしあわせのために～」に基づき行動
し、地域社会の発展に貢献する。
この考え方は持続可能な開発目標（SDGs)と同じ方向を目指すものであり、社員ひとりひとりが誠実
に事業活動に取り組むことにより、SDGｓの達成に貢献していく。

第一生命保険会社所沢支社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

社会貢献活動の推進を目指し自治体およ
び社会福祉協議会との協働。
＜(現状値)20２３年の数値＞
協定締結：６自治体

＜2030年に向けた指標＞

管轄エリア内全8自治体(うち県内４自治体)との包括協定
締結による地域・社会貢献の永続的実現体制の確立

＜取組開始３年後に向けた指標＞

 協定自治体の拡大（管轄エリア内全８自治体、うち県内４自治体）

経済

女性活躍の推進を目指した正社員雇用の
増大および指導者層への登用拡大。
＜(現状値)20２３年の数値＞
①女性生涯設計デザイナー数：２７３名
②女性機関長・育成担当者：１１名/２１名

＜2030年に向けた指標＞

①３８０名　②２１名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①３００名　②１５名


